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例   言

1 本書は、粟田遺跡 (第 12・ 15次 )埋蔵文化財発掘調査報告書である。
2 遺跡の所在地は、石川県石川郡野々市町粟田地内である。
3 調査原因は野々市町中南部土地区画整理事業にともなうものである。
4 調査にかかる費用は、野々市町中南部土地区画整理組合が負担 した。
5 調査は、野々市町中南部土地区画整理組合からの依頼を受けて野々市町教育委員会が実施 した。
6 現地調査は、平成 12・ 17年度に実施した。遺跡名・面積・期間・担当者は下記のとお りである。

平成12年度  粟田遺弥 (第 12次)       面 積  680ポ
期 間  平成12年 6月 30日 ～平成12年 8月 2日

担当者  布尾和史 野々市町教育委員会文化課 主事

永野勝章 野々市町教育委員会文化課 主事

平成17年度  粟田遺跡 (第 15次)       面 積 3,339ポ
期 間  平成17年 5月 16日 ～平成17年 12月 6日

担当者  永野勝章
7 出土品整理は平成 12・ 17'18,19年度に野々市町教育委員会が実施 した。
8 報告書の刊行は平成19年度に野々市町教育委員会文化振興課が実施 した。編集・執筆は永野勝章 (野
々市町教育委員会文化振興課 主査)が行つた。
9 現地調査から出土品整理、報告書刊行に至るまでには地元の方々をはじめとして下記の機関、個人
の協力を得た。 (五十音順、敬称略 )

岩瀬由美、垣内光次郎、柿田祐司、布尾和史、布尾幸恵、藤澤良祐、藤田邦雄、 (財 )石川県埋蔵文

化財センか―、野々市町中南部土地区画整理組合、野々市町都市計画課

10 本書についての凡例は下記のとお りである。

(1)方位は座標北を指 し、座標は国土交通省告示の平面直角座標第Ⅶ系に準拠している。

(2)水平基準は海抜高であり、 T.P,(東 京湾平均海面標高)に よる。

(3)出土遺物番号は、遺跡ごとに本文・観察表・挿図・写真で対応する。

14)挿図の縮尺は図に示すとおりである。また、写真図版における遺物の縮尺は統一していない。

11 調査に関する記録と出土遺物は、野々市町教育委員会が一括して保管・管理している。
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第 1章 調査の経過

第 1節 調査の経過

本書に収録する粟田遺跡第 12・ 15次調査は野々市町中南部土地区画整理事業に伴うものである。この

事業にかかる埋蔵文化財分布調査、発見された埋蔵文化財包蔵地に対する取扱い、法令手続きについて

イま「野々市町中南部土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 1 粟田遺跡 (第10次調査 )・ 三

納アラミヤ遺跡 (第 1'2次 調査 )。 三納 卜ヘイダゴシ遺跡 (第 1・ 3次調査 )」 を参照されたい。

粟田遺跡第12次調査は平成12年に680∬を対象として行われた。野々市町と野々市町中南部土地区画整

理組合は平成12年 6月 7日付けで埋蔵文化財発掘調査の委託契約を取 り交わしている。発掘調査承諸書

は平成12年 6月 7日付で野々市町中南部土地区画整理組合理事長から野々市町教育委員会教育長あてに

出され、これを受け、埋蔵文化財保護法第58条 の 2第 1頂に基づき、平成12年 6月 7日付け教文第49号

により野々市町教育委員会教育長から石川県教育委員会に報告した。現地調査は平成12年 6月 30日 ～同

年 8月 2日 にかけて実施、古代の集落遺囲であることが確認された。

粟田遺跡15次調査は平成17年度に3)339面を対象として行われた。平成17年 5月 2日 に発掘調査の依

頼が提出され、同日、町と組合との間で埋蔵文化財発掘調査委託契約が締結された。発掘調査承諾書は

5月 2日 付けで野々市町中南部土地区画整理組合理事長から提出された。埋蔵文化財保護法第99条 の第

1頂に基づ く埋蔵文化財発掘調査報告は、平成17年 5月 2日 付け教文第49号で野々市町教育委員会教育

長から石川県教育委員会に報告した。現地調査は平成17年 5月 16日 ～同年12月 6日 にかけて行われ、古

代・中世 。近世の集落跡が確認されている。

第 2節 発掘作業の経過

粟田遺跡 (第 12次調査 。平成12年度 )

6月 30日 表土除去開始
7月 6日  作業員による調査開始
7月 27日  航測
8月 2日  調査終了

粟田遺跡 (第 15次調査・平成17年度 )

5月 16日  表土除去開始 (A区～D区 )
5月 25日 作業員による調査開始、遺構検出
6月 8日  遺構掘削
7月 14日  表土掘削 (E・ F区 )
7月 25日 野々市中学校職場体験 (27日 まで )

9月 8日  航測 (A～ F区 )
9月 13日 A～ F区調査終了

10月 5日 表土除去 (G・ H区 )
10月 11日 作業員による調査開始、遺構検出
10月 21日 遺構掘削
■月16日 AW(1動 2214よ り青磁碗・青花碗が重なつて出土

11月 26日 遺構掘削終了
12月 1日  航測

第 1図 年次別調査区位置図

-1-



12月 6日  調査終了

第 3節 整理作業 H報告書作成

整理作業は、平成12・ 17・ 18。 19年度にわたって行つた。

平成12年度は粟田遺跡 (第12次 )出土遺物の洗浄・記名・実測を行つた。

平成17年度は粟田遺跡 (第15次 )出土遺物の洗浄を行った。

平成18年度は粟田遺跡 (第15次 )出土遺物の洗浄・記名・実測を行った。

平成19年度は発掘調査報告書作成のための図版作成 。本文執筆 。遺物写真撮影を行つた。

第 4節 調査体制

粟田遺跡 (第12次 )

調査主体 野々市町教育委員会 (教育長 田村昌俊 )
担当課  野々市町教育委員会 文化課 (課長 高本 実 )
調査期間 平成12年 6月 30日 ～平成12年 8月 2日

対象面積 680∬

調査担当 布尾和史 (野々市町教育委員会文化課 主事 県教育委員会文化財課より派遣 )
永野勝章 (野々市町教育委員会文化課 主事 )

粟田遺跡 (第15次 )

調査主体 野々市町教育委員会 (教育長 岡中 宣 )
担当課  野々市町教育委員会 文化課 (課長 中川保夫 )
調査期間 平成17年 5月 16日 ～同年 12月 6日

対象面積 3,339ぽ

調査担当 永野勝章
整理・報告書作成作業 (平成 12・ 17。 18。 19年度 )

担  当 布尾和史 (平成15年 3月 31日 まで )
永野勝章

大杉幸江 。竹田倫子・野村祥子・長谷川啓子・増山明美

(野々市町教育委員会 臨時職員 )
布尾幸恵

(平成16年 4月 1日から平成18年 3月 31日 まで 野々市町教育委員会 臨時職員 )
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第 2章 調査の成果

第 1節 調査と報告の方法

粟田遺跡は昭和63年に実施 した分布調査によって発見された遺跡である。その後数次にわたつて周辺

の開発事業に伴う調査が行われた。平成10年、野々市町中南部土地区画整理事業が実施されることにな

り、これに先立って10月 22日 ～11月 6日 にかけて分布調査を行つた。

分布調査は事業区域内に平面 1× lmの試掘坑を225箇所設定 し、地山面が確認される深度まで掘削、

平面および土層断面の観察を行つた。その結果粟田遺跡に隣接する農地一帯から遺構や古代～近世遺物

が検出されたため、この部分を粟田遺跡の一部 と判断した。

区画整理事業に伴う発掘調査は平成二年度から平成17年度までに第10～ 15次の 6次にわたって実施さ

れた。本書では都市計画道路及び街路部分を対象 として実施したうちの第 12・ 15次調査について報告を

行う。

発掘調査では、粟田遺跡第15次調査については公共座標に基づ く10× 10mのグ リッドを設定 し、北西

隅の杭番号でその区画を呼称した。遺構の掘削は、基本的に遺構を半裁 して断面の観察を行つて土色や

堆積状況を観察し、必要に応じて写真や図面による記録保存を行つた。

報告にあたつては、調査区が各年次や、築造道路の線形などによっていくつかに分かれることから第 2

図のように便宜上A～ I区 と呼称しグ リッド番号 と併せて記載 した。個々の遺構の名称は各遺構番号の前

に粟田遺跡を示すAWと (12)、 (15)と いった調査年次を組み合わせ、それぞれ粟田遺跡 (第 12次 ):AW(12)、

(第 15次):AW(15)と する。個々の遺構の名称は時代・種類・グリッドに関係なく調査年次ごとに 1か ら

通しで調査番号を付けている。

遺構の説明は本文 。図面図版・写真図版を用いる。遺構の種類にはピット・建物跡・溝・土坑・旧河

川・流路などがあり、これらについて位置・分類・規模・形状・覆上の堆積状況 。出土遺物・重複とそ

の前後関係などを記述した。

遺物の総数は、パンケースで、第12次調査 3箱、第15次調査23箱である。この中から遺構出上のもの

を中心に、残りの良いものや出土例の少ないものを選択して図化した。

遺物図版作成にあたつては個々の遺物を時代・器種・種別 (ま たは法量)毎にレイアウトしており、遺

構出上の遺物については各遺構図版にも1/6(大型のものは 1/12)で添付した。遺物図版の縮尺は原

則 1/3と し、石製品など大型のものは 1/6で掲載した。
遺物の記述は、本文・観察表 。図面図版・写真図版でおこなつた。遺物の報告番号は遺跡単位に 1か

ら付与し、本文・観察表 。図面図版・写真図版で共通する。

観察表は遺物の種類によつて観察項目は異なるが、煩雑を避けるため表は統一の形式を取 り、そのつ

ど、外面色調 :外、内面色調 :内、釉色もしくは釉の種類 :釉、と付して区別した。

縄文土器の型式名は『野々市町史 資料編』〔吉田2003〕 で使用しているものを用いた。
古代における土器の器種名は、須恵器・土師器とともに、基本的には北陸古代土器研究会で使用するも

のに準じている。なお、煮炊具に関しては従来使用されてきた 「甕」は使用せず、煮炊さ機能のイメー

ジから「釜」を使用し、小型を小釜、大型の長胴を釜とした [小松市教委2002]。 土器編年 。年代観は田

嶋明人氏の1988年と1997年発表の文献をもとにしている[田嶋1988、 1997]。

中世の上器・陶磁器は、名称・時期ともに上師器が藤田邦雄 [藤田1997]、 珠洲焼が吉岡康暢 [吉岡1994]、

瀬戸美濃が藤澤良祐 [藤澤1991]、 輸入青磁は上田秀夫 [上田1982]、 青花は小野正敏 [小野1982]に準じた。

近世陶磁器は大半が肥前陶磁器で、 [九州近世陶磁学会2000、 2001]に準じている。
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第 2節 遺跡の概要

粟田遺跡第 12・ 15次調査区は古代・中世 。近世を主体とし、他に縄文・弥生時代の遺物を僅かなが ら

出上 している。古代の遺構 。遺物は第12次調査区の全域及び第15次調査区の西側から出土している。一

方中 。近世の遺構・遺物は第15次調査区の東側に偏つている。以下時代ごとにその概要を述べる。

縄文・弥生時代はピットや土坑が検出された。遺構・遺物 ともに少なく打製石斧の出上がやや目立つ。

古代は掘立柱建物・竪穴建物・土坑・ピット・清などが検出された。建物は 2'3棟 ずつ点在 して検
出されている。主体となる時期は田嶋編年■3～ Vl期である。遺物は須恵器・土師器を主体とし紡錘
車などの鉄製品も出上 している。

中世は竪穴状遺構・土坑・ピットなどが検出された。中世の遺構は当遺跡の南東に集中している。出

土遺物から主体となる時期は15～ 16世紀であるが、13～ 14世紀の遺物 も若千出上している。遺物は土師

器皿・珠沙W・ 加賀・越前・瀬戸・中国製陶磁や行火・五輪塔・砥石など石製品が出土している。

近世は土坑・ピット・溝が検出された。近世の遺構は中世遺構 と同様に遺跡の南東に集中している。主

体となる時期は17～ 18世紀である。遺物は肥前陶磁が主体を占めてお り、他に越中瀬戸が若干出土 して

いる。

第 3節 基本層序

粟田遺跡 (第 12次 )調査区では現状より盛土・旧耕土・旧床土・黒褐色土・淡褐色土 。暗褐色上の順に堆

積 している (第 11図 )。 粟田遺跡 (第 15次)西側調査区も、粟田遺跡第 (12)次調査区とほぼ同じ土層で、現状

から床土・旧耕土・褐灰色土・晴褐色土・黒褐色上の順で堆積 している (第14図 )。 これらの調査区から

検出された遺構・遺物のほとんどが古代のものであり暗褐色土～黒褐色上の包含層の時期は古代である

と考えられる。一方粟田遺跡 (第 15次 )東側調査区では様相が一変 し、土層の体積状況は床土・灰色土・

暗褐灰色土 (礫を含む)と なる (第29図 )。 この調査区の遺構・遺物は中近世を主体としてお り、灰色土・

暗褐灰色土 (礫を含む)の包含層は当該期のものと考えられる。

第 4節 遺 橋

(1)縄文・弥生時代の遺情(第 3図 )
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a)土坑

AW(15)1949(第 5図 )

FttZV 2・ ZV3グリッドに位置し、平面形は歪な精円形を呈する。径240× 120cm、 深さは最深部で

49cmを測る。覆土は明褐色上である。出土遺物は縄文土器(1～ 4)である。

b)ピツト

AW(15)51(第 5図 )

AttZX14グ リッドに位置する。平面形は略円形で、径50× 40cm、 深さは20cmを 測る。覆土は明褐色

上である。出土遺物は打製石斧(15)で ある。

AW(15)1534(第 5図 )

DttZZ 7グ リッドに位置する。平面形は略円形で、径60× 50cm、 深さは26cmである。覆土は黒褐灰

色上である。出土遺物は弥生土器 (5)である。

(2)古代の遺構 (第 4図 )

a)掘立柱建物

粟田遺跡 (第 12・ 15次 )調査では対象地西側に当たるA・ B・ C・ D・ I区から掘立柱建物18棟を検出し

ている。調査区の制約から規模を明らかにできないものが多く、中には柵列となるものもあると思われ

る。

1号掘立柱建物AW(12)① (第 5図 )

I区ほぼ中央に位置する。桁行 4間を確認 しているが全体の規模は分からない。軸はN-10生 Wで あ

る。検出した長さは8.Om、 柱間距離はそれぞれ2.Omを 測る。柱穴は長方形から楕円形で、径130～ 140

×70～ 80cm、 深さは24～ 50cm、 覆土は淡褐色粘質土・暗褐色粘質土を主とする。図示してはいないが

AW(12)34か らは土師器片が、AW(12)36か らは須恵器片・土師器片がAW137)か らは鉄滓が出土している。

2号掘立柱建物AW(12)② (第 5図 )

I区 1号掘立柱建物AW(12)①のすぐ南側に位置する2間の柱列である。全体の規模は不明である。軸

はN-10生Wである。検出した長さは4.3m、 柱間距離は2.0・ 2.3mを測る。柱えは円形・楕円形で、径

80～ 120× 60～ 80cm、 深さは38～ 52cmで ある。遺物の出土はなかつた。

3号掘立柱建物AW(12)③ (第 5図 )

I区 2号掘立柱建物AW(12)②の南側に位置する2間の柱列である。全体の規模は分からない。軸はN一

10生Wである。検出した長さは4.6m、 柱間距離は2.2,2.4mを 測る。柱穴は歪な円形で、径65～ 90× 60

～100cm、 深さは22～ 50cmを測る。遺物の出土はなかつた。

4号掘立柱建物AW(12)④ (第 5図 )

I区南側に位置する4間の柱列である。全体の規模は不明である。軸はN-3生 Eである。検出した長

さは8.7m、 柱間距離は2.0・ 23・ 2.0。 2.5mを測る。柱穴は歪な円形で、径58～ 66× 40γ 66cm、 深さは

22～ 42cmを 測る。遺物の出土はなかつた。

5号掘立柱建物AW(12)⑤ (第 5図 )

I区南側に位置する 3間の柱列である。建物の大半が調査区外に所在すると見られ、全体の規模は不明

である。軸はN-3生 Eである。検出した長さは7.4m、 柱間距離は2.5・ 2.4・ 2.4mを測る。柱穴は歪な

円形で、径40～ 98× 78～ 94cm、 深さは25～ 42cmで ある。遺物の出土はなかつた。

6号掘立柱建物AW(12)⑥ (第 6図 )

I区南側に位置する 6間の柱列である。掘立柱建物として報告しているが柵列となる可能性もある。軸

はN-1生 Eである。検出した長さは7.8m、 柱間距離は1.5'1.5。 1.0・ 1.7・ 1.1・ 1.Omと ばらつきがあ

る。柱穴は円形ないし精円形で、径46～ 80× 86～ 68cm、 深さは22～38cm、 覆土は淡褐色粘質土
。暗褐
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色粘質土を主とする。遺物の出土はなかつた。

7号掘立柱建物AW(15)① (第 6図 )

AttZX14グ リッドに位置する側柱建物である。桁行 3間、梁行は 2間であるが北に伸びる可能性があ

る。軸はN-1生 Eである。桁行5.4m以上、梁行4.8mで、柱間距離は桁行 1.7～ 2.Om、 梁行2.4mを測る。
柱穴は円形ないし精円形で、径50～ 78× 50～ 65cm、 深さは28～ 48cm、 覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘

質上を主 とする。 2号竪穴建物AW(15)①からの建替えと思われる。遺物の出土はなかつた。

8号掘立柱建物AW(15)② (第 7図 )

AttZY14グ リッドに位置する側柱建物である。桁行 3間、梁行 2間を検出してお り、更に南に伸びて

いるため全体の規模は分からない。軸はN-1生 Eで ある。桁行は6.3m以上、梁行は4.8m、 柱間距離は

桁行2.0～2.2m、 梁行2.5'2.3mを 測る。柱穴は円形ないし精円形で、径46～68× 44～60cm、 深さは25～

44cm、 覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘質土を主とする。3号竪穴建物AW(15)②からの建替えと思われ

る。遺物の出土はなかった。

9号掘立柱建物AW(15)③ (第 6図 )

BttZZ12・ A12グリッドに位置する桁行 2間、梁行 1間の側柱建物である。軸はN-1生 Eである。桁
行は3.6m、 梁行は1.8m、 柱間距離は桁行・梁行とも1.8mで ある。柱穴は円形ないし楕円形で、径40～60

×36～ 52cm、 深さは26～ 56cm、 覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘質土を主とする。遺物の出土はなかつ

た。

10号掘立柱建物AW(15)④ (第 7図 )

CttZX10・ ZXllグ リッドに位置する側柱建物である。桁行 3間、梁行 2間を検出しており、更に南に

伸びているため全体の規模は分からない。軸はN-1ヒWである。桁行は6.2m以上、梁行は4.4m、 柱間

距離は桁行2.0～ 2.lm、 梁行2.2mを測る。柱穴は円形ないし楕円形で、径46～68× 44～ 60cm、 深さは37

～53cm、 覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘質上を主とする。遺物の出土はなかつた。

11号掘立柱建物AW(15)⑤ (第 8図 )

CttZY10。 ZYllグ リッドに位置する側柱建物である。桁行 2間 を検出してお り、更に南に伸びてい

る。梁行は 1間か。軸はN-6ヒ Wである。桁行は4.2m以上、梁行は5,Om、 柱間距離は桁行2.lm、 梁間

2.5mを測る。柱穴は円形ないし精円形で、径46～ 66× 42～ 60cm、 深さは38～ 72cm、 覆土は暗褐色粘質

土・黒褐色粘質土を主とする。遺物の出土はなかった。

12号掘立柱建物AW(15)⑥ (第 8図 )

CttZY10,ZY■グリッドに位置する側柱建物である。桁行4間、梁行3間を検出しており、更に北に

伸びているため全体の規模は分からない。軸はN-3生Wである。桁行は7.4m以上、梁行は5.4m、 柱間

屁巨離は桁行1.8～ 2.Om、 梁行1.8mを測る。柱穴は円形ないし楕円形で、径46～ 96× 44～ 62cm、 深さは30

～48cm、 覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘質上を主とする。遺物の出土はなかつた。

13号掘立柱建物AW(15)⑦ (第 9図 )

CttZY10・ ZYll・ ZZ10,ZZ■グ リッドに位置する側柱建物である。桁行 2間、梁行 1間を検出して

お り、更に北に伸びているため全体の規模は分からない。軸はN-8生 Wである。桁行は4.6m以上、梁

行は5.6m、 柱間距離は桁行 1.8～ 2.Om、 梁行2.8mを測る。柱穴は円形ないし精円形で、径66～ 98× 60～

88cm、 深さは37～ 53cm、 覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘質上を主とする。遺物の出土はなかつた。

14号掘立柱建物AW(15)③ (第 9図 )

CttZZ10。 ZZll・ A10,Allグリッドに位置する側柱建物である。一部が調査区外であるが桁行 4間、

梁行 2間になると思われる。軸はN-4ヒ Wである。桁行は8.4m、 梁行は5.2m、 柱間距離は桁行2.0～
2.3m、 梁行2.6mを測る。柱穴は円形ないし楕円形で、径52～ 64× 46～ 54cm、 深さは25～ 68cm、 覆土は

暗褐色粘質土・黒褐色粘質土を主とする。遺物の出土はなかった。5号竪穴建物AW(15)④ と重複するが、
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切 り合いからAW(15)8の 方が新しい。

15号掘立柱建物AW(15)⑨ (第 10図 )

BttZZ10・ ZZll・ A10・ A■グ リッドに位置する側柱建物である。一部が調査区外であるが桁行 4間、

梁行 2間になると思われる。軸はN-5ヒ Eである。桁行は8.Om、 梁行は5.Om、 柱間距離は桁行 1,8～

2.3m、 梁行2.4・ 2.6mを 測る。柱穴は円形ないし楕円形で、径40～86× 32～ 64cm、 深さは23～ 48cm、 覆

土は暗褐色粘質土・黒褐色粘質上を主とする。遺物の出土はなかつた。5号竪穴建物AW(15)④を覆うよ

うに所在しており、建替えと考えられる。

16号掘立柱建物AW(15)⑩ (第 10図 )

DttZZ 6・ ZZ 7・ A7グリッドに位置する側柱建物である。桁行 3間を検出しており、南北にそれぞ

れ伸びる可能性がある。梁行は柱穴が検出されていないため不明だが 2間ないし3間と思われる。軸は

N-9生 Wである。桁行は7.6m以上、梁行は6,7m、 柱間距離は桁行2.4～ 2.7mを測る。柱穴は円形・楕

円形・長方形があり、径74～ 122× 68～ 96cm、 深さは30～ 64cm、 覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘質土・

明褐色粘質上を主とする。AW(15)746よ り須恵器無台杯(27)。 有台杯(46)。 有台椀(76)が、また図示して

はいないがAW(15)789よ り須恵器甕体部片が出土している。

17号掘立柱建物AW(15)① (第 11図 )

DttZX 6・ ZX7・ ZY6・ ZY 7グリッドに位置する側柱建物である。桁行3間梁行 2間を検出して

おり、南に伸びている。軸はN-11生Wである。桁行は6.Om以上、梁行は4.5m、 柱聞距離は桁行2.Om、

梁行2.0・ 2.5mを 測る。柱穴は円形・楕円形 。長方形があ り、径72～ 102× 58～密cm、 深さは16～ 52cm、

覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘質上を主とする。遺物の出土はなかつた。

18号掘立柱建物AW(15)⑫ (第■図)

DttZV 7・ ZW7グリッドに位置する。梁行 2間のみの検出であり、建物の大半は南側の調査区外に

伸びている。軸はN-10生Wである。梁行は5,Om、 柱間距離は2.5mを測る。柱穴は円形・楕円形で、径

42～ 100× 40～ 98cm、 深さは27～ 69cm、 覆土は明褐色粘質土・黒褐色粘質上を主とする。遺物の出土は

なかった。

b)竪穴建物

1号竪穴建物AW(12)① (第 11図 )

I区南側に位置する。一部のみの検出で、大半が東側の調査区外に延びている。確認できた規模は3.5

×0.4m、 深度は約20cmで壁の立ち上がりは明瞭である。軸はN-3ヒ Eである。覆土は暗褐色粘質土を

主とする。北西隅に北に伸びる溝があるが、焼土や炭化物は確認されずカマドや煙道に当たるかは不明

である。土師器釜 (135)が出土している。

2号竪穴建物AW(15)① (第 12図 )

AttZX13・ ZX14グ リッドに位置する。平面形は長方形で、長軸4.2m、 短軸3.2m、 面積は13ポである。

深度は約20cmで壁の立ち上が りは明瞭である。軸はN-4ヒ Eである。覆土は暗褐色粘質上を主 とする。

中央部分には暗褐色粘質土 と地山の混じつた貼床が確認された。北東隅に焼上が広がつてお り、 この部

分がカマ ドになると思われる。須恵器無台杯 (28・ 33)・ 杯 (34・ 41)・ 有台杯 (60)・ 土師器小釜 (113・ 121)・

釜 (136。 157)が 出土 した。

3号竪穴建物AW(15)② (第 13図 )

AttZY14グ リッドに位置する。長軸3.lm、 短軸2.6m、 面積は7.4ポである。深度は約15cmで壁の立ち

上がりはゆるやかである。軸はN-1生 Eである。覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘質土を主とする。カ
マ ドは北西隅に設けられてお り、規模は長さ72cm、 幅84cmを 検出した。カマ ドのある北西隅は他の三隅

とは違い建物の内側に入 り込んでいるため、全体の平面形は歪な方形を呈している。カマ ド付近から中

央部分にかけて部分的に明褐色粘質土と地山の混 じつた貼床が確認された。須恵器無台杯 (25)・ 杯 (37)・
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杯蓋 (86)。 土師器釜 (129'132・ 137・ 141・ 143)が 出上 した。

4号竪穴建物AW(15)③ (第 14図 )

CttZZll・ Allグ リッドに位置する。平面形は長方形で、長軸5,4m、 短軸4.4m、 面積は23.8ポである。

深度は約20cmで壁の立ち上がりは明瞭である。軸はN-5笙 Eである。覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘
質土を主とする。カマドは南東隅に設けられており、規模はおおむね長さ140cm、 幅160cmと なる。貼

床は中央から南側を中心に確認している。須恵器無台杯 (291・ 有台杯 (56)・ 杯蓋 (88・ 89)・ 土師器無台杯

(105)・ 小釜 (108・ 109)・ 釜 (130・ 134)が出土した。

5号竪穴建物AW(15)④ (第 15図 )

BttA10グ リッドに位置する。平面形は長方形で、長軸5.Om、 短軸3.6m、 面積は18ドである。深度は

約25cmで 壁の立ち上が りは明瞭である。軸はN-6笙 Eである。覆土は暗灰褐色粘質土 。明灰褐色粘質
土・褐灰色粘質上を主とする。カマ ドは南東隅に設けられてお り、規模はおおむね長さ120cm、 幅120cm

となる。貼床は中央から南側を中心に確認 している。打製石斧 (10)。 須恵器杯 (42)。 有台杯 (57)・ 杯蓋

(87)・ 土師器小釜 (111・ 126)・ 釜 (145)が出上 した。

6号竪穴建物AW(15)⑤ (第 16・ 17図 )

CttZX10。 ZX■グ リッドに位置する。平面形は長方形で、長軸4,9m、 短軸4.4m、 面積は21ドである。

深度は約30cmで壁の立ち上が りは明瞭である。軸はN-7生 Eである。覆土は晴灰色粘質土・黒褐色粘

質土を主 とする。カマ ドは南壁中央の補東寄 りに設けられてお り、南に煙道が伸びている。規模はおお

むね長さ70cm、 幅120cmと なる。貼床はほぼ全面に広がつている。須恵器杯蓋190,93)。 瓶類 (99)・ 土

師器椀 (103・ 104)・ 鉢 (106)。 小釜 (112・ 114。 122)。 釜 (139。 140。 142・ 146)・ 甑 (147)。 鍋 (149)・ カマ ド

構築材 (152・ 154)。 砥石 (155。 156)が出上 した。

c)土坑

AW(15)786(第 18図 )

DttA 6。 A7グリッドに位置する。北側は調査区外に伸びている。平面形は精円形を呈するものと思

われる。検出した規模は1.9× 1.2m、 深度は20cmである。覆土は黒褐色粘質上である。遺構の表面を中

心に須恵器有台杯 (67)・ 盤 (73)・ 杯蓋 (81)・ 土師器小釜 (110・ ■8)・ 紡錘車 (158)が出上している。

AW(15)843(第 18図 )

CttZW10グ リッドに位置する。平面形は精円形である。規模は32× 1.8m、 深度は55cmである。覆土

は明褐色粘質上で礫を含む。出土遺物はない。

AW(15)1398(第 18図 )

DttZX 7グ リッドに位置する。南側は調査区外に伸びているため、全体の規模・平面形は不明である。

検出した規模は2.0× 14m、 深度は 5cmと 浅い。覆土は黒褐色粘質上である。須恵器有台杯 (50)が出土

している。

AW(15)1467(第 18図 )

DttZY 6グ リッドに位置する。北側は調査区外に伸びている。平面形は楕円形を呈するものと思われ

る。検出した規模は09× 0.6m、 深度は16cmで ある。覆土は黒褐色粘質上である。出土遺物はない。

AW(15)1536(第 18図 )

D ttZZ 7グ リッドに位置する。平面形は不整形である。規模は13× 0.8m、 深度は20～ 32cmである。

覆土は黒褐色粘質上である。ピットAW(15)1534・ AW(15)1535と 重なるが、切り合いからAW(15)1534よ

り古く、AW(15)1535よ り新しい。出土遺物はない。

d溝・平行溝群

AW(15)218(第 21図 )

BttA12～ 14グ リッドに位置する。南北方向からほぼ直角に東に向きを変える。東側は調査区外となる
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が、続きの部分が平成11年度に実施した粟田遺閉第11次調査区で確認されている。長さ16m以上、幅は

50～64cm、 深さは8～28cmで ある。土色は黒褐色粘質土を主体とする。出土遺物は須恵器の小片が数

点出上したのみであり、図示するに堪えるものはない。

平行清群A(第 19図 )

A・ BttZY14・ ZZ13・ ZZ14グ リットに位置する。溝の長さは1.6～ 3.6m、 幅は18～32cm、 深さは3

～10cmを測る。最大長は3.7m、 最大幅は40cmである。覆土は黒褐色粘質上に黄色土粒を含むものが多

い。方位はN-1～ 7ヒWである。上色や周辺の遺構の状況から古代のものと判断した。

平行清群B(第 20図 )

CttZY10・ ZYllグリットに位置する。調査区の制約から全容は不明である。検出した溝の長さは1.5

～3.Om、 幅は18～ 28cm、 深さは10～20cmを測る。覆土は黒褐色粘質土に黄色土粒を含むものを主体と

する。方位はN-7生 Eである。東隣に平行溝群Cが所在するが、平行濤群Bと は方位が補異なり別の群

であろうか。また11号掘立柱建物AW(15)⑤とは重複するが、平面の切り合いから平行濤群のほうが先行

する。土色や周辺の遺構の状況から古代のものと判断した。

平行清群C(第 20図 )

B o CttZY10。 ZYll・ ZZ10・ ZZll・ A10。 Allグリットに位置し、平行濤群Bと は隣接する。調査区

の制約から全容は不明である。検出した浦の長さは0.8～ 6.6m、 幅は20～ 36cm、 深さは 3～ 15cmを測る。

覆土は黒褐色粘質上を主体とする。方位はN-8生 Wである。この辺りは13号掘立柱建物AW(15)⑦や

5号竪穴建物AW(15)④などの掘立柱建物や竪穴建物の集中する地区であるが、切り合いから平行溝群は

これら建物群に先行するようである。土色や周辺の遺構の状況から古代のものと判断した。

平行清群 D(第21図 )

A・ BttZZ 6。 ZZ7・ A6。 A7グリットに位置する。調査区の制約から全容は不明である。検出した

溝の長さは1.4～ 6.4m、 幅は16～ 24cm、 深さは5～ 10cmを測る。覆土は黒褐色粘質上を主体とする。方

位はN-3～ 6生 Wである。また16号掘立柱建物AW(15)⑩ とは重複するが、切り合いがなく前後関係

は分からない。土色や周辺の遺構の状況から古代のものと判断した。

平行清群E(第22図 )

CttZV10・ 疹nl・ zw10グ リットに位置する。調査区の制約から全容は不明である。検出した溝の長

さは1.3～ 6.2m、 幅は18～34cm、 深さは 5～ 15cmを測る。覆土は暗褐色粘質土を主体とする。方位はN

-14生 Eである。上色や周辺の遺構の状況から古代のものと判断した。

平行清群F(第22図 )

CttA/6。 ZW5・ ZW6。 ZW7グ リットに位置する。平均長2.4m、 平均幅22cm、 深さは 3～10cm

を測る。最大長は4.3m、 最大幅は29cmで ある。覆土は黒褐色粘質上を主体とする。方位はN-20生 E

である。土色や周辺の遺構の状況から古代のものと判断した。

(3)中世の遺橋 (第23図 )

a)竪穴建物状遺橋

AW(15)2009(第 25図 )

Gtt114・ 」14グ リッドに位置する。AW(15)2006と は重複するが切 り合いからAW(15)2009の ほうが新し

い。平面形は隅丸の長方形を呈する。径310× 210cm、 深さ30cmを測る。壁の立ち上がりは明瞭で、床

面はほぼ平坦で、東側にはテラス状の段がありその中にピットがある。覆土は灰色粘質上である。輸入

青磁碗 (226)が 出上した。

AW(15)2012(第 25図 )

GttJ13・ J14グ リッドに位置する。AW(15)2014と 重複しているため規模及び平面形は分からない。切
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り合いからAW(15)2012のほうが古い。検出した規模は径560× 200cm、 深さは32cmを測る。壁の立ち上

がりは明瞭で、南西にはテラス状の段がある。床面はほぼ平坦である。覆土は濃灰色粘上である。中世

土師器皿 (169)が出上した。

AW(15)2014(第 25図 )

GttJ13・ 」14グ リッドに位置する。東側が調査区外に伸びており、またAW(15)2012と 重複しているた

め規模及び平面形は分からない。切 り合いからAW(15)2012のほうが古い。検出した規模は径620× 200cm、

深さは25cmを測る。壁の立ち上がりは明瞭で、床面は平坦である。覆土は灰色粘上を主とする。中世土

師器皿 (180。 189)が出上した。

AW(15)2040(第 26図 )

Gtt」 12グ リッドに位置する。平面形は長方形を呈する。径210× 120cm、 深さは35cmを測る。壁の立

ち上がりは明瞭で、床面は平坦である。覆土は灰色粘質上である。中世土師器皿 (191)が 出上した。

AW(15)2052(第 26図 )

GttK12グ リッドに位置する。AW(15)2053と は接している。平面形は隅丸方形を呈する。径290× 250cm、

深さは60cmを測る。壁の立ち上がりは明瞭で、床面は平坦である。東側にテラス状の段がある。覆土は

灰褐色粘質上である。中世土師器皿 (181)輸入青磁碗 (225)輸入青磁盤 (233)行火 (366)が 出土している。

AW(15)2053(第 26図 )

GttK12グ リッドに位置する。AW(15)2052と は接している。平面形は隅丸の長方形を呈する。径210×

140cm、 深さは30cmを測る。壁の立ち上がりは明瞭で、床面は平坦である。北東にテラス状の段がある。

覆土は暗灰色粘土である。中砥石 (388)が 出土した。

AW(15)2058(第 26図 )

GttJllグ リッドに位置する。平面形は歪な長方形を呈する。径270× 130cmで、確認面からの深さは 6

～10cmと 浅い。壁の立ち上がりは緩 く床面はほぼ平坦である。覆土は褐灰色粘質土である。行火 (370)

が出上した。

AW(15)2065(第 27図 )

Gtt」 llグ リッドに位置する。平面形は歪な隅丸方形を呈する。径310X300cmで、深さは20cmである。

壁の立ち上がりは明瞭で、床面はほぼ平坦である。覆土は褐灰色粘質土である。中世土師器皿 (190)が出

上した。

AW(15)2114(第 27図 )

Gtt」10グ リッドに位置する。平面形は不整形である。径380× 220cmで、深さは20～90cmで ある。壁

の立ち上がりは明瞭で、床面はほぼ平坦であるが、南側部分が一際深くなっている。覆土は暗褐灰色粘

質上である。南側部分の上層～下層にかけて越前壷(214)が出上した。

AW(15)2142(第 29図 )

GttK10グ リッドに位置する。東側が調査区外に伸びているため全体の規模や平面形は不明である。検

出した規模は径780× 140cmで、深さは30cmである。壁の立ち上がりは明瞭で、床面はほば平坦である。

覆土は暗褐色粘質土である。越前甕 (209)。 越前壺(211)・ 鉄滓 1409)が出上している。

AW(15)2149(第 28図 )

Gtt」 9・ K9グ リッドに位置する。今次調査では遺構の東側部分の調査であるが、平成16年の調査で

西側部分を調査しており、平面形は隅丸方形、全体の規模は径560× 560cmで あることを確認している。

以下今次調査分についてのみ記述する。今次調査分の規模は560× 440cm、 深さは40cmである。壁の立

ち上がりは明瞭で、床面はほぼ平坦である。北壁には 1～ 3段の石列があり、また北壁中央から遺構の

中央にかけても1段の石列がある。覆土は褐灰色粘砂質土を主体とする。水輪 (360)が 出上している。

AW(15)2173(第 29図 )
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Gtt」 8・ J9グ リッドに位置する。AW(15)2173-bと 重複するが切り合いからAW(15)21碍 のほうが古

い。平面形は不整形で、径300× 190cmで、深さは35cmである。壁の立ち上がりは明瞭で、床面はほぼ

平坦である。南側部分は深 くなつている。覆土は灰褐色粘質上である。越前甕体部片が出上しているが

小片のため図示していない。

AW(15)2192(第 29図 )

GttK 8グリッドに位置する。AW(15)2194と AW(15)2202にそれぞれ切られており全体の規模・平面形

は不明である。検出した規模は径200× 160cmで、深さは50cmで ある。壁の立ち上がりは明瞭で、床面

はほぼ平坦である。覆土は暗褐色強粘質上である。珠洲片口鉢の小片が出上している。

AW(15)2202(第 30'31図 )

GttK 7グリッドに位置する。AW(15)2192・ AW(15)2201を切つており、AW(15)2203に は切られている。

西隣の2214と も重複するが前後関係は分からなかつた。平面形は隅丸方形を呈する。径720× 680cmで 、

深さは40cmである。壁の立ち上がりは明瞭で、床面はほぼ平坦である。覆土は灰色強粘質上を主体とす

る。珠洲甕 (203)・ 瀬戸美濃陶器碗(217)・ 石臼(348。 350)・ 宝筐印塔 (362)・ 石製品(363)が出上している。

AW(15)2329(第 31図 )

Htt112・ 」12グ リッドに位置する。平面形は不整形である。径300× 280cm、 深さは30～ 55cmを測る。

壁の立ち上がりは明瞭である。内部は南北に分かれ南側が一段低い。また数箇所にピット状の落ち込み

がある。覆土は褐灰色粘砂質上である。宝筐印塔 (357)・ 中砥石(390)が 出上した。

b)土坑

AW(15)2005(第 32図 )

Gtt114グ リッドに位置する。平面形は不整形で土坑とピットが複合したものと思われる。径190×

100cm、 深さは25cmを測る。覆土は暗褐灰色粘質上である。中世土師器皿 (196)が出上した。

AW(15)2035(第 32図 )

GttJ13グ リッドに位置する。AW2102-aに切られている。平面形は歪な長方形ないし楕円形を呈する

ものと思われる。検出した規模は170× 100cm、 深さは25cmを測る。覆土は暗褐灰色粘質土に礫が混じ

る。石臼(352)が 出上した。

AW(15)2043(第 32図 )

Gtt」 12グ リッドに位置する。平面形は隅丸方形である。径120× 100cm、 深さは30cmを測る。覆土は

灰褐色粘質上である。中世土師器皿の小片が出上している。

AW(15)2050(第 32図 )

GttJ12グ リッドに位置する。平面形は歪な隅丸方形である。径100× 70cm、 深さは20cmを 測る。覆土

は暗灰色粘質上である。行火1367)が出上している。

AW(15)2059(第 32図 )

Gtt」 llグ リッドに位置する。平面形は楕円形である。径100× 80cm、 深さは30cmを測る。覆土は暗灰

色粘質上である。中世土師器皿の小片が出上している。

AW(15)2160(第 33図 )

GttK 9グ リッドに位置する。平面形は隅丸の長方形である。径280× 90cm、 深さは35cmを測る。覆

土は灰色粘土に大小礫が混じる。珠洲片口鉢(201)が 出土している。

AW(15)2163(第 33図 )

GttK 9グ リッドに位置する。AW(15)2163と 接しているが前後関係は分からなかつた。平面形は歪な

楕円形である。径220× 110cm、 深さは50cmを測る。覆土は灰褐色粘質土を主とする。出土遺物がなく

遺構の時期は明らかではないが、遺構の覆土から中世のものとして記載した。

AW(15)2169(第 33図 )
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GttK 9グ リッドに位置する。平面形は不整形である。径160× 120cm、 深さは15～30cmである。覆土

は淡暗褐色強粘質土を主体とする。出土遺物がなく遺構の時期は明らかではないが、遺構の覆土から中

世のものとして記載した。

AW(15)2214(第 30図 )

GttJ 7・ K7グ リッドに位置する。AW(15)2202と 重複しているが前後関係は分からなかつた。平成16

年の調査で本遺構の西側部分を調査しており、径250× 130cmの平面形が隅丸の長方形を呈する土坑であ

ることを確認している。以下今次調査分についてのみ記述する。今次調査分は本遺構の東側240× 50cm

で、深さは34cmで ある。壁の立ち上がりは明瞭で、床面はやや凹凸があり、北側が若干深くなつている。

覆土は灰色強粘質上である。輸入青磁碗 (232)・ 輸入青花碗 (238)が重なって出上している。いずれも完形

品であり埋納されたものと思われる。

AW(15)2303(第 33図 )

HttJ12グ リッドに位置する。平面形は楕円形である。径150× 70cm、 深さは25cmを測る。覆土は褐灰

色粘質上である。輸入青磁碗 (223)が 出土している。

AW(15)2371(第 33図 )

Htt111グリッドに位置する。北側が調査区外に伸びているため平面形や全体の規模は不明である。検

出した規模は径220× 100cm、 深さは 5cm前後と浅い。覆土は褐灰色粘質上である。珠洲片口鉢(199)が

出土している。

AW(15)2377(第 34図 )

H区111グ リッドに位置する。平面形は楕円形である。径140× 70cm、 深さは50cmを測る。覆土は褐灰

色粘質土である。行火(368)が 出土している。

AW(15)2409(第 34図 )

HttHllグ リッドに位置する。北側が調査区外に伸びているため平面形や全体の規模は不明である。検

出した規模は径300× 200cm、 深さは10cm前後である。覆土は褐灰色粘質土である。越前甕1208)が出土

している。

(4)近世の遺情 (第24図 )

a)土坑

AW(15)2032(第 35図 )

GttJ13グ リッドに位置する。平面形はほぼ円形を呈する。径160× 140cm、 深さは25cmを測る。覆土

は灰色粘土である。肥前磁器が出土しているが小片のため図示はしていない。

AW(15)2034(第 35図 )

GttJ13グ リッドに位置する。AW(15)2031・ AW(1512102-C・ AW(15)2031に 接しているが前後関係は

分からなかつた。平面形は精円形である。径240× 160cm、 深さは55cmを測る。覆土は濃灰色粘上に鉄

分が混じる。底部より竹の籠を検出した。他の部位は遺存していなかったが桶が設置されていたもので

あろう。このような例はAW(15)2034よ り約 lm東に位置するAW(15)2102-aや 、粟田遺跡第10次発掘調

査のAW(10)122に も見られ、肥溜めとして用いられたものと思われる。出土遺物は中世土師器 (174)。 輸

入自磁杯¢2動・肥前磁器碗(244)。 肥前磁器鉢(270)・ 肥前陶器碗(276)。 瓦質火鉢(341)・ 行火侶72)。 中砥

石(386)な どはあるが、遺構の時期は17世紀後半～18世紀前半と考えられる。

AW(15)2047(第 35図 )

Gtt」 12・ K12グ リッドに位置する。平面形は不整形である。3つの上坑が重複したものであろうか。径

は260× 170cm、 深さは20～ 52cmを測る。覆土は褐灰色強粘質上である。肥前陶磁器が出上しているが

小片のため図示はしていない。
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AW(15)2051(第 36図 )

Gtt」 12グ リッドに位置する。北側はAW(15)22161こ 切られている。平面形は歪な精円形になるものと

思われる。検出した径は290× 220cm、 深さは45cmを 測る。覆土は褐灰色粘質上である。行火 (3密 )や図

示していない力湘巴前磁器片力S出土 している。

AW(15)2062(第 35図 )

GttJllグ リッドに位置する。AW(15)2063を 切つている。平面形は不整形である。径は180× 150cm、 深

さは20cmを測る。覆土は褐灰色強粘質上である。肥前陶器皿 (304)が 出土 している。

AW(15)2071(第 36図 )

GttKllグ リッドに位置する。東側が調査区外に伸びているため平面形や全体の規模は不明である。検

出した径は340× 280cm、 深さは30～ 45cmを 測る。覆土は淡褐灰色粘質土である。肥前磁器瓶 (272)が出

上 している。

AW(15)2173-b(第29図 )

GttJ 8。 J9グ リッドに位置する。AW(15)2173を 切つている。平面形は不整形で、径 190× 90cm、 深

さは36cmで ある。覆上は淡褐灰色粘質上である。肥前磁器皿 (306)が 出上 している。

AW(15)2174(第 37・ 38図 )

Gtt」 8・ K8グ リッドに位置する。AW(15)2182・ AW(15)2195を 切つている。径280× 160cm、 深さ40cm

を測る。覆土は褐灰色粘質上で礫が混じる。中世土師器(175'186)・ 瀬戸美濃卸皿 (220)・ 産地不明の近

世磁器蓋 (332)・ 石臼(349)の ほか、小片ながら越前甕・肥前陶器鉢や炉石・石鉢など多様な遺物が出上 し

ている。遺構の時期は近世 と判断した。

AW(15)2182(第 37・ 38図 )

GttK 8・ K9グ リッドに位置する。AM/(15)2173-b・ AW(15)2174・ AW(15)2183・ AW(15)2185。

AM/(15)2195に接 してお り、切 り合いからAW(13)2195よ り新しく、その他の遺構より古い。平面形は不整

形で、複数の上坑が重複 していると思われる。検出した径は660× 550cm、 深さは20～ 50cmを測る。覆

土は淡灰色粘砂質上である。中世土師器 (176・ 184。 192)・ 珠滲‖壺 (204)・ 輸入青磁碗 (224)・ 輸入青花皿

(236)・ 肥前陶器碗 (274)・ 石鉢 (355)。 行火 (377)等が出上 した。肥前陶器等近世陶磁器が見られるため近

世の遺構としたが、遺物の主体は中世であり遺構の時期 も中世に遡る可能性がある。

AW(15)2183(第 37・ 38図 )

GttK 8・ K9グ リッドに位置する。東側が調査区外に伸びているため平面形や全体の規模は不明であ

る。AM/(15)2182を切つている。検出した径は500× 100cm、 深さは50cmを 測る。覆土は褐灰色粘質上で

礫が混 じる。肥前磁器碗 (250)・ 肥前陶器碗 (290)・ 越中瀬戸向付 (326)・ 五輪等水輪 (364)が出上している。

AW(15)2185(第 37・ 38図 )

GttK 8グ リッドに位置する。AW(15)2182・ AW(15)2195を 切つている。平面形はほぼ円形である。径

190× 170cm、 深さは50cmを測る。覆土は暗褐色粘質上である。肥前磁器碗(240。 肥前陶器悟鉢(317)・

産地不明の瓶類 (334)が出土 している。

AW(15)2194(第 37・ 38図 )

GttK 8グ リッドに位置する。AW(15)2195を 切つている。平面形は不整形で土坑が 2つ重複したもの

と思われる。径420× 220cm、 深さは50～ 60cmを測る。覆土は暗灰色粘質上を主体とする。肥前磁器碗

(241)が出上した。

AW(15)2195(第 37・ 38図 )

GttK8グ リッドに位置する。AW(15)2182・ AW(15)2186・ AW(15)を 切つており、AW(15)2174・

AhV(15)2185。 A4/(15)2194に 切られている。平面形は楕円形ないし隅丸の長方形を呈するものと思われる。

検出した径は550× 300cm、 深さは20cmを測る。覆土は灰色強粘質上を主体とする。珠洲片口鉢 (197)・
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肥前磁器小杯 (252)・ 皿 (258・ 265)。 肥前陶器皿 (305)。 鉢 (314)・ 産地不明の播鉢 (335)・ 土師器皿 (337)。

上錘 (345)。 が出上 した。

AW(15)2414(第 39図 )

HttHll,H12グ リッドに位置する。本遺構は第14次調査区と第15次調査区にまたがって検出されてお

り、全体の規模は径520× 440cm、 平面形は歪な方形を呈 している。ここでは第15次調査区分についての

み記述する。AW(15)2420に切られており、検出した規模は径420× 400cm、 深さは20～40cmを測る。覆

土は灰褐色粘質土を主体とする。出土遺物中、中世土師器皿 (167)・ 輸入青花皿 (237)。 土錘(344)・ 行火

(365)・ 炉石(380'382)を図示した。小片のため図示してはいないが、肥前陶磁器が定量出上しており近

世の遺構と判断した。

AW(15)2420(第 39図 )

HttGll・ G12・ Hll・ H12グリッドに位置する。AW(15)2414を切つている。平面形は長方形である。径

500× 230cm、 深さは30cmを 測る。覆土は褐灰色強粘質上を主体とする。中央に一段の石列が南北方向

に並んでいる。肥前陶器鉢 (315)・ 木製品(404)が出上した。

AW(15)2102(第 40図 )

Htt」 12・ J13グ リッドに位置する。検出当初は 1つの遺構としたが、掘削するに従つて5つに分かれた

ため、それぞnAW115)2102-a・ AW(15)2102-b・ AW(15)2102-c・ AW(15)2102-d oAW(15)2102-

eとする。

AM/(15)2102-aはAW(15)2035を 切つており、平面形はほぼ円形である。径220× 200cm、 深さ45cmを

測る。AW(15)2034同 様底部より竹の籠を検出しており、肥溜めとして用いられたものと思われる。中世

土師器皿 (193)・ 肥前陶器皿 (307)・ 板状木製品1403)が出上している。

AW(15)2102-bは AW(15)2102-cと 切り合う。平面形は隅丸の長方形を呈する。径180× 130cm、 深

さ20～ 50cmを測る。内部は東側が一段低くなつている。小片のため図示していないが近世陶磁器や土師

器片が出上している。

AW(15)2102-cは AW(15)2102-b・ AM/(15)2102-d・ AW(15)2102-e・ A4‐ (15)2034・ AW(15)2042

と切 り合う。本遺構の中心を占めているが、平面形は不整形で内部に石列が複雑に並び、本来は更に

複数の遺構に分かれるのかもしれない。径盈0× 580cm、 深さ10～40cmを測る。肥前磁器碗修48)・ 珂ヽ杯

(253)。 越中瀬戸丸碗 (325)。 砥石 (398)が出上している。

AW(15)2102-dは AW(15)2042に切られている。平面形は不整形である。検出した規模は径220×

120cm、 深さ40～60cmを 測る。産地不明の仏花瓶 ?(333)な ど近世陶器が出上している。

AMI(15)2102-eは AW(15)2102-cと 切り合っている。平面形は歪な方形を呈する。径140× 100cm、 深

さ30～ 40cmを測る。土師器片が出上しているが小片のため図示してはいない。

AW(15)2042(第 40。 41図 )

GttJ12グ リッドに位置する。AW(15)2102-c・ AW(15)2102-dを 切つている。平面形はほぼ円形であ

る。径180× 180cm、 深さは60cmを測る。覆土は灰色粘質上である。中世土師器皿 (170。 194)。 肥前陶器

碗 (275)が出上している。

AW(15)2421(第 41図 )

HttHllグ リッドに位置する。北側は調査区外に伸びているため平面形や全体の規模は分からない。ま

たAW(15)2487を 切つている。検出した規模は径350× 320cm、 深さは30～ 40cmを測る。覆土は褐灰色強

粘質上で礫が混じる。中世土師器皿 (182)・ 産地不明の磁器瓶類 ?(271)。 中砥石(400)が出上している。

AW(15)2437(第 41図 )

HttGll・ H■グリッドに位置する。北側は調査区外に伸びているため平面形や全体の規模は分からな

い。またAW(15)2421に切られている。検出した規模は径570× 500cm、 深さは30cmを測る。覆土は黒灰
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色強粘質上である。越前甕 (212・ 213)・ 肥前陶器捕鉢 1319・ 323)が出上している。

AW(15)2422(第 43図 )

HttG■グリッドに位置する。平面形は歪な精円形である。径170× 120cm、 深さは40cmを測る。覆土

は灰色粘上で礫が混じる。肥前磁器皿 (262)・ 肥前陶器皿 (294)。 産地不明の陶器碗 1331)が出上している。

AW(15)2429(第 43図 )

HttGll・ G12グリッドに位置する。平面形は不整形である。2つの上坑が重複したものであろう。径

160× 100cm、 深さは北側が5cmと 浅く南側が70cmで ある。覆土は灰色粘質上である。加賀甕(207)・ 肥

前陶器碗 (273)の外、AW(15)2437で出上した肥前陶器橋鉢 (320)の一部も出上している。

AW(15)2431(第 43図 )

HttGllグ リッドに位置する。AW(15)24321こ 切られている。平面形は不整形である。検出した規模は

径180× 160cm、 深さは10～30cmである。覆土は灰色粘質上である。出土遺物は加賀甕の小片 1点のみ

であり中世遺構の可能性もあるが、土色から近世の遺構として報告した。

AW(15)2432(第 43図 )

HttGllグ リッドに位置する。AW(15)2431・ AW(1動 2433を切つている。平面形は楕円形である。径180

×110cm、 深さは25cmである。覆土は灰色砂質上である。出土遺物は小片ではあるが土師器や肥前陶器

があり、時期は近世と判断した。

AW(15)2433(第 43図 )

HttGllグ リッドに位置する。AW(15)2432に 切られているため平面形は不明である。検出した規模は

径130× 100cm、 深さは25cmを測る。覆土は灰色粘質上である。出土遺物は肥前陶器の小片がある。

AW(15)2435(第 42図 )

HttGll・ G12グリッドに位置する。AW(15)24361こ切られている。平面形は不整形で複数の遺構が重複

したものであろう。検出した規模は径460× 180cm、 深さは20～ 35cmを測る。覆土は暗褐灰色粘砂質土

である。出土遺物はなく、土色から近世遺構と判断した。

AW(15)2436(第 42図 )

HttGllグ リッドに位置する。AW(15)2486を 切つている。平面形は歪な円形である。径180× 160cm、 深

さは30cmを淑1る 。覆土は暗褐灰色粘砂質上である。瀬戸天目碗 (215)や肥前陶器碗が出土している。

c)溝

AW(15)2001(第 44図 )

Gtt114・ 115'J14・ J15グ リッドに位置する。向きは東西方向で西側は粟田遺跡第14次調査区続いてい

る。幅180cm以上、深さは20～ 30cmで ある。覆土は淡青灰色粘砂質上である。越前重(210)。 肥前磁器碗

(2401のほか肥前陶磁器等が出上している。

AW(15)2394(第 44図 )

Htt111・ 112グ リッドに位置する。向きは南北方向で南側は粟田遺跡第14次調査区続いている。今次

調査で検出した長さは約 7m、 幅130cm、 深さは45cmで ある。覆土は濁白灰色砂質上である。輸入青磁

碗 (227)・ 肥前磁器碗 (249)・ 肥前磁器皿 (254～ 257・ 263・ 264・ 268)。 肥前陶器碗 (278・ 287)・ 肥前陶器皿

(296・ 300。 308,311)・ 産地不明磁器碗(330)。 瓦質香炉(340)・ 石製品方形鉢物●781・ 砥石(399)の ほか

近世陶磁器が多 く出上 している。

AW(15)2070(第 45図 )

G tt」 11・ K10。 KHグ リッドに位置する。東西方向からほば直角に曲が り北に流れる溝である。
AMV(15)2147と 接しており、同一の区画溝と考えられる。幅は70cm、 深さは 6～30cmを測る。覆土は灰

色粘上である。肥前磁器碗 (242)・ 肥前陶器碗 (281)・ 産地不明磁器碗 (329)・ 土錘 (343)。 中砥石 (394・ 395)

のほか肥前陶磁器等が出土している。
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AW(15)2147(第 45図 )

GttJ10。 K9・ K10グリッドに位置する。AW(15)2070と 接しており、同一の区画溝と考えられる。方

向はほぼ南北を向き、途中でほぼ直角に西側に枝分かれする。幅は70cm、 深さは25～ 30cmを測る。覆

上は灰色粘上である。打製石斧 (16)。 瀬戸小杯 (216)・ 瀬戸端反皿 (218)・ 肥前陶器碗 1277・ 285)。 肥前陶

器括鉢(318)・ 越中瀬戸皿 (328)・ 石鉢G53・ 354)。 刀子 (408)のほか肥前陶磁器等が出上している。

第 5節 遺物

遺物の記述には、本文・観察表 。図面図版・写真図版を用いる。当調査区からは縄文～近世 までの遺

物が出土 している。

(1)縄文・弥生時代の遺物 (第46～ 48図 )

上 器(1～ 5)1～ 4は縄文土器である。いずれも晩期の深鉢で砕片である。 5は弥生土器の鉢であ
る。時期は後期であろう。

石 器(6～ 18)6は石鏃である。石材は輝石安山岩である。 7～ 18は打製石斧である。石材は火山礫
凝灰岩がもつとも多く、砂岩がこれに次ぐ。出土地点は15。 16が ピットからの出土で、その他は包含層

や後代遺構の混入である。完形は 6～ 11'17の 7点で 8は分銅形、そのほかは撥形である。12～ 16・ 18

は欠損している。17・ 18は大型で弥生期のものと思われる。

(2)古代の遺物 (第49～ 56図 )

須恵器(19～99)無台杯・有台杯・杯蓋・盤・椀 。有台椀 。有台皿・甕・瓶類が出上した。時期は田嶋

編年のH～ V期が多い。産地は辰日窯を中心に高松・末・小松窯のものが出上している。19～ 33は無台

杯、34～ 44は底部が不明の杯類、45～ 71は有台杯、72～ 74は盤、75は椀、76は有台椀、77は有台皿、78

～93は杯蓋、94～ 97は甕、98,99は 瓶類である。

土師器(100～ 151)有台杯 (100)・ 有台椀 (101)・ 椀 (102～ 104)。 無台杯(105)。 鉢(106)・ 釜(107～ 146)・ 甑

(147)。 鍋 (148・ 149)・ カマド(150)・ 支脚 (151)が出土した。出上した土師器の多くは釜・鍋などの煮炊具

である。

石製品(152～ 156)152～ 154はカマド構築材で、いずれも被熱痕が残る。155。 156は砥石である。155は

被熱痕が残る。

鉄製品(157～ 166)157・ 158は紡錘車、159～ 163は釘状の鉄製品、164～ 166は鉄滓である。

(3)中世の遺物 (第 57～ 60図 )

土 器 (167～ 196)中世土師器の皿は日縁部の残るものを中心に図化した。171・ 173・ 174・ 176・ 181・
184・ 185。 187・ 188・ 193は油煤痕の付着するものである。

陶磁器 (197～238)陶磁器は珠緋‖片日鉢 (197～ 202)、 甕 (203)、 壼 (204)、 加賀鉢(205。 206)、 甕 (207)、 越前

甕 (208・ 209。 212・ 213)、 壺修10・ 211・ 214)、 瀬戸美濃天目碗 (215'217)、 小杯 (2161、 端反皿 (218)、 卸

皿 (219,220)、 輸入品の白磁皿 (221)、 杯 (222)、 青磁碗 1223～ 232)、 盤 (233・ 234)、 青花皿(235～ 237)、 碗

(238)を 図化した。

197～ 202は珠洲片口鉢である。197と 200は卸目の磨耗が激しい。197は 日縁端部の形状が内傾する三角

頭で波状文が巡る。時期は吉岡編年のⅣ～Ⅵ期に当たる。203は甕の回縁部で吉岡Ⅲ期である。204は壼の

体部で菊花状の押印が見られる。

205。 206は加賀鉢である。205は 12世紀後半である。206は底部で内面に菊花状の押印がある。207は甕

-16-



で時期は14世紀前半である。

越前は甕 4点と壺 3点を図化した。208は甕の体部で 「本」と格子状の押印がある。また213に は 「上」

と格子状の押印がある。214は壺で肩部から体部にかけて自然釉がかかる。時期は15～ 16世紀を主体 とす

る。

215。 217は瀬戸美濃天目碗である。216は小杯、218は端反皿、219。 220は卸皿である。220は底部に回

転糸切痕が残る。このうち216・ 217。 218は大窯期のものである。

輸入磁器は白磁・青磁・青花の 3種類である。白磁は皿を 1点、杯を 1点図示した。時期は15世紀で

ある。222は底部で円盤状に打ち欠いてある。青磁は碗を10点、盤を 2点図示した。223・ 226は連弁文を

持つ。224は雷文であろうか。225は 日縁が外反する。227・ 228は内面見込みに花文の押印がある。232は完

形で外面に線描連弁文が施され、内面見込みには中央に 「琥」力】、その周囲に花弁が描かれている。器

形はやや歪んでいる。青磁は14世紀前半～16世紀中頃のものが多い。235・ 236・ 287は青花皿でいずれも

日縁が外反し、草花文が描かれている。16世紀代である。238は景徳鎮民窯の碗である。完形で外面及び

内面見込みに草花文が描かれており、高台内には宣徳年製の文字が見られる。16世紀前半である。

(4)近世の遺物 (第61～ 66図 )

陶磁器 (239～ 386)磁器は肥前の碗 (239～ 251)、 小杯 (252・ 253)、 皿 (2貿～269)(鉢 (270)及び産地不明の

瓶類(271・ 272)を 図示した。産地不明のものを除けば全て肥前である。陶器は肥前の碗 (273～ 290)、 皿

(291～ 311)、 鉢 (312～ 316)、 情鉢 1317～ 324)、 越中瀬戸丸碗 (325)、 向付 (326・ 327)、 皿 (328)を 図示した。

やはり肥前が多くを占め、越中瀬戸が若干含まれる。329～336は産地が不明なものである。

肥前磁器は17世紀前半から18世紀後半のものが出上しているが、主体となるのは17世紀後半～18世紀

前半である。239。 243・ 246は初期伊万里で246は外面が縦に銅状に削りこまれ 「福」の字が並ぶ。240は

外面にコンニャク印判が施されている。253は高台内に「福」の銘款が入る。皿は内面見込みが蛇の目釉

剥ぎのものが多い。

肥前陶器も肥前磁器同様17世紀から18世紀にかけてのものが多い。273～275は 内外面に鉄釉を施す。

277は外面には鉄釉が施され内面は透明釉で見込みに菊花文が入る。278,280は胎土目が残る。284。 285

は呉器手である。286～289は陶胎染付である。皿は砂目があるものが多く、胎土目のあるものも少量見

られる。299。 303,304は 高台内に「×」の墨書がある。313～316は砂目のある鉢である。317～324は情

鉢で口縁の残る317～320は鉄釉が施される。

土師器皿 (337。 338)近世土師器皿は 2点図化した。どちらも型作り成形である。338は 日縁部に油煤痕

が付いている。

その他 339は軟質施釉陶器の乗燭、340は瓦質香炉、341は土器の火鉢である。

(5)その他の遺物 (第66～ 73図 )

土製品 (268。 282)土製品では火鉢(268)と 上錘(282)が各 1点出上した。包含層からの出土である。

石製品 (269～ 281・ 283～286)砥石 (269～ 276)、 行火(277'285・ 286)、 炉石(278～ 281・ 283・ 284)が出土

した。砥石は274・ 275が鳴滝産の仕上げ砥石である。274は 四面とも使用された痕があり、特に両側面の

使用痕が著しい。275は表裏の二面に使用痕がある。その他の砥石は中砥石である。行火はすべて軽石凝

灰岩で被熱のため赤化している。285・ 2861ま垣内光次郎氏の分類の行火 I種である。炉石はいずれも煤

や赤化しており、被熱のため脆くなつている。

鉄製品 (287～ 300)鉄製品は14点出上している。出土地点はすべてI区である。293・ 294は釘である。断

面は方形を呈する。287～289。 291・ 292・ 296・ 297・ 299'300は 刀子である。断面はいずれも略三角形

を呈している。
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括

縄文 口弥生時代

縄文時代の遺構は、縄文土器の出上 したAW(15)1949。 打製石斧の出上したAW(15)51、 弥生時代の遺構

は弥生時を出上 したAW(15)1534のみで、当該期の遺構分布は極めて希薄であ り人々の定住の跡を確認す

ることはできない。しかし平成元・2年度に行われた粟田遺跡発掘調査では打製石斧素材採取地を検出

してお り、打製石斧やその母岩・剥片が出上 している。今次の調査においても若千の打製石斧が出土 し、

僅かながらこの時代のおける人々の活動を窺うことができる。

古墳時代

今次の調査では古墳時代に比定できる遺構・遺物はない。既往の調査でも当該期の遺構は確認されて

おらず、流れ込みと思われる遺物が極少量しているのみである。

奈良 口平安時代

粟田遺跡の主体を占める時期である。当該期の範囲は本遺跡の南東部分を除 くほとんどが該当し、今

次調査ではA～ F及びI区に当たる。主要な建物 として掘立柱建物17棟、竪穴建物6棟を検出してお り、出

土遺物や建物の主軸などから以下のとお り I～Ⅳ期に区分できる。

1期  1号竪AW(12)①・4号竪AW(15)③・5号竪AW(15)④・6号竪AW(15)⑤ を主体とする。

‖期 2号竪AW(19① '3号竪AW(19②及び15号掘又へヽ1/(15)◎を主体とする。15号掘AW(15)⑨は遺物の
出土はなく時期は判然としないが、5号竪AW(15)④を覆うように建てられており、切り合いはないも

のの、以前に調査された粟田遺跡や南隣するほぼ同時期の遺閉である下新庄アラチ遺跡では竪穴建物

から掘立柱建物への移行が確認されていることから、今次調査でも竪穴建物に後続するものと思われ、

特に5号竪AW(10④ とは主軸を揃えており直接的な建て替えであろう。

Ⅲ期 4号掘AW(12)④・5号掘AW(12)⑤・6号掘ッヽれ「(1動⑥・7号掘AW(15)①・8号掘AW(15)②・10号
掘AW(15)④ 。11号掘AW(10⑤ 。12号掘AW(15)⑥ 。14号掘AW(10③ 。15号掘AW(19◎を主体とする。
いずれも掘立柱建物で主軸を真北～ 5°東に振る。柱穴からの遺物が出上していないため時期の特定は

容易ではないが、7号掘AW(15)① と8号掘AW(10②はそれぞれ2号竪AW(15)① '3号竪AW(15)② を

覆うように重複しており、前述のように竪穴建物に後続するものと思われる。なお、5号掘A4/(12)⑤

と6号掘AW(12)⑥は重複しており時期差がある。

lV期  1号掘AW(12)① 。2号掘AW(12)② 。3号掘AW(12)③ ・13号掘AW(15)⑦ 。16号掘AW(lo⑩ 。17
号AW(15)① を主体とする。主軸を西に8～ 12°振る。やはり柱穴に伴う遺物に乏しいため時期は判断し

がたい。しかし以前に調査された粟田遺跡や下新庄アラチ遺跡では主軸を真北からやや東に振る掘立

柱建物群→主軸を西に振る掘立柱建物群 という変遷を見ることができ、当掘立柱建物群をⅢ期掘立柱

建物群に後続するものと考えたい。

第 垂早
０
０ 総
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鎌倉 口室町時代

前述のように中世の遺構・遺物は近世のそれと共に本這跡の南東に限定されてお り、それ以外の場所

では全 く見つかつていない。出土遺物は13～ 14世紀のものも若千あるが、15～ 16世紀前半のものが主体

を占める。主な遺構は竪穴状遺構・土坑であ り、掘立柱建物についてはピットの密集する地区があり、

また近世集落跡とも重複するため、見落としや、或いは痕跡が失われている可能性は十分にあるが、今

次調査では確認していない。これは今次調査区の西隣で行われた粟田遺跡第10次調査 と同じ様相であ り、

掘立柱建物が見られない部分に竪穴状遺構が密集 している。

竪穴状遺構は長軸4m以下のAタイプ、長軸4mを超えるB痺イプの両方が検出されている。粟田遺跡第

10次調査は遺構の主体を13～ 14世紀としており、竪穴状遺構はいずれもAタイプである。野々市町北端

に位置する長池キタノハシ遺跡は14世紀後半～16世紀前半を主体とし、竪穴状遺構はAタイプも若干あ

るが、多くがBバイプであり、かつ貼床や石積といつた内部施設が確認できる。今次調査ではA・ Bの両

タイプが検出されており、Bタ イプには石積が伴うものも確認されている。このことから[野々市町2006]

で指摘しているように、全体の方向性として 「中世前半よりも後半で規模の拡大や内部施設の工夫がな

されている傾向にある」といえるだろう。

江戸時代以降

粟田遺跡の近世集落跡 も中世エ リアとほぼ重複 していて立地する。主な遺構は土坑と区画澪である。掘

立柱建物は確認していない。上坑や区画溝からは定量の肥前陶磁器を出上しているほか、越中瀬戸 も若

干出土 してお り、集落の存続時期は出土遺物から概ね17世紀前半～18世紀前半と考えられる。
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掲載
番号

測
号
実
番 出土地点 hloほ か 種類 器種

径
さ
耐

日
長
価

縞
幅
鰤
購
隣
鰤

残存率 色調 色調 備考

1 145 劇 く101949 縄文上器 深鉢 卜片 炸 :に ぶい黄橙 社 褐 海綿骨

2 144 All 110 1949 縄文土器 深 鉢 Jヽ片 |・
I・
:に ぶい黄種 対:に ぶい黄穫 海綿骨

3 402 蜘 (191949 縄文土器 深 鉢 1ヽ片 琳 :にぶ い黄 村 貢灰

4 403 AW(15)1949 縄文土器 洛 1ヽ片 ホ :に ぶい黄橙 内 :にぶい貢橙

5 AW(15)1534 卜片 外 :に ぶ い赤褐 称生時 ミ後期

6 甲〃(15)E区 5 23Я 、輝石安 山岩
68 へ3Лr(15)B区

9 石 斧

10 石 斧 123

グリッド 石 打 製 斧

暉♂Hユ 石 号 打 製 石 斧 欠損 凝灰岩

�ヽV(151G区 12グ リッド 石 打製 石 斧 欠損

31 甲Ⅳ(15】 21 石 器 打製 石斧 欠損 タト: 190g、 火山礫凝灰岩

寄ざ♂
'(15〕

51 石 器 「製 石斧 史損 外 : 肉 i ,35g、 火山礫溌灰岩

へWVイ15)2147-a 石 器 打製 石斧 31 央損 ひ岩302宜
ムざφΥ(10B区 石壁 石 器 打製石斧 323 ほば完 外 烹山礫溢灰岩、 1630寂

へヽV(10B区 重機掘肖1 石器 打製石斧 252 欠損 外 砂岩、 1220質

へヽV(12) 須恵器 無台杯 全体 1ん 外 :灰 内 :灰 オ リープ 宵松、田嶋Ⅳ2期

9 岬Ж15)竪穴ユ 拡張部包含層 須恵器 無台杯 底部完 外 :灰 白 角:灰黄 高松、日嶋Ⅳ2新期

輻パ/(15)Й 8 須恵器 無台杯 全体 1/2 外 :灰 白 肉 i灰 自 高松、田嶋Ⅳ2新期

略 輻〃(15)C区 重機掘削 須恵器 無台杯 全体 1お 外 :灰 内 :灰オ リーブ 高松、日嶋Ⅳ期

爛 (15)竪 穴ユ 拡張部包含層 須憩器 無台杯 88 日縁 1/5 タト:灰黄 内 !灰黄 高松、日嶋Ⅳ2新期

パμ(15)8区 重機掘削 須悪器 無台杯 80 全体 1々 外 iにぶい褐 内 :灰 白 末 ?、 田岨Ⅳl～Ⅳ2古期

バⅣ(15)竪 穴2 機ヽ
東
重
南

ヽ
面ヽ
す
表西ヽ
削

お
北
掘

須恵器 無台杯 130 全体1″ 外 :灰 白 内 :灰黄褐 団嶋Ⅳ2期

杯

無台杯

須恵器 無 o本不 126 77 期

W(10畢 穴 1 拡張部包含層 須 恵 無台杯 電部ユ殉 外 内 :灰 白 コ皓 Ⅳ2新 期

31 拡張部包合層 須恵器 無台杯 79 氏部ユ″ 外 :蓋灰 田賠 Ⅳ期

142 郎おI(15'747 須恵器 無台杯 寅部 1お タト:灰 白 内 i17k a 笥松、田隅Ⅳ2新～ VI朗

郎M15)竪 穴ユ 心 須忠器 無台杯 寅部 V7 タト 17k白 内 :灰 白 毎綿骨針、団嶋Ⅳ2新期

2 郎潔 15)竪 穴ユ 力。まど 須恵 杯 口縁 1殉 外 :灰 内 i灰 ほ綿骨タト、団嶋Ⅳ2新期

へ3お /( 13 須 恵 杯 123 日縁 1ん 外 :灰 内 i黄灰 受日、旧嶋Ⅳ l～Ⅳ2古期

Wヽ (12)3 上層 須恵器 杯 124 口径 1あ 外 :灰 内 i賠灰黄 更日、田陥Ⅳ期

当V(15〕竪穴2 南西表面 須恵器 杯 133 日縁 1ん 91・ :灰白 内 !灰黄 田陥Ⅳ期

ゝヽV( 須恵器 杯 小片 栄 :灰黄褐 内 :灰黄褐 末 ?、 団鵬Ⅳ期

咄Ч151C区 西側南北帯 須恵器 杯 143 口縁 1/6 タト:灰白 内 :灰 白 辰日、田嶋Ⅲ期

132 甲7V(15〕 745 須恵器 杯 日縁 1之 外 :黄灰 内 :灰黄 辰日、日嶋Ⅳ期

1 単Ⅳ住a竪穴 ] き 須恵器 杯 150 日縁 V10 外 :灰褐 内 :黄灰 田嶋Ⅳ2新期

珈Ч15)竪穴4 そ 須恵器 杯 156 日縁 1お 外 :褐灰 内 :褐灰

138 lゝh( 1496 須恵器 杯 日縁 1お 外 :褐灰 内 1灰黄 辰日、田嶋Ⅳ～ V期
即φΥ( 1 上層 須恵器 杯 小片 外 :灰 内 i灰 末、日嶋Ⅳ期

即Ⅳ(15,747 須恵器 有台杯 全体 1お 外 :灰 内 :灰 辰日、Ⅳ2期

136 IゝV( 雅 6 く 須悪器 有台杯 77 全体2ん 外 :黄灰 内 :黄灰 末、日嶋Ⅳ 2期、海綿骨針
133 ヽヽV( 1527 須患器 有台杯 路 全体 1″ タト:灰 内 1灰 末、日WPJ Ⅳ2期

ヽヽV( 包含層北側 須恵器 有台杯 80 全体 V5 外 :灰 肉 :灰 末、日嶋Ⅳ2期

甲♂7( 須忍器 何台杯 104 全体V4 外 :黄灰 内 :黄灰 末、 日嶋Ⅳ2期
130 甲♂Υ( 1398 須 忍 有台 4TN 全体 1/4 外 :灰貢 内 :に ぶい黄 辰回、日嶋Ⅳ2新期

甲♂√( ●L含層北側 須恵 有台杯 全体 1/5 界 :灰黄褐 内 :灰貢褐 末、日嶋Ⅳ2期

120 瑚H15)D区 ヨ機掘肖」 宏 有台布 全体 1お 肉 :灰 自 辰日、日嶋Ⅳ2新期

開 耶V(15)B IX ヨ機掘削 須 47 87 全体V5 肉 :灰 自 木 ?、 日嶋Ⅳl～Ⅳ2古期

即A15)竪八5 層 罠部V6 外 i貢灰 内 :貢灰 辰日、田嶋■3～ Ⅲ月

全体1/3 社 灰 日

百松 ?、 田山

″t9竪八4 日 小松、 日鴫

�(15)F区

AW( 竪穴 】 杯

61 AW(1 疱 恵 有 台杯

62 10 須 点 有台杯

ゝヽV(15】 742 震面 須 恵 有台杯 能

64
‐
9 AW(15Ⅲ 953 須恵 有台杯 1 ミ部5/12 Ⅳ2期

65 却Ⅳ ( 邑含層北側 須恵器 有台杯 Ю ミ部完 Ⅳ2勅

Aざ♂H12Ⅲ 9 中層 須恵 有台杯 電部 Iん 貫日、 日嶋 Ⅳ2新期

AW(15)786 須恵器 有台杯 底部完 米 :,文 末、日峨Ⅳ 2期、海綿骨針

18 AIV1151竪 穴 1 拡張都包含層 須恵 有台杯 全体 1の X/1:に ぶ い褐 舟iに ぶ い褐

AW( 須恵器 有台杯 廣部9/10 外 :灰黄 対 :灰責 葛松 ?、 団嶋 V2期
殉 ムい〃(15)A区 葛壁 須志器 有台杯 底部 1た 紅 灰白 長日、団嶋Ⅳ2期

ASЛ

'(15)9「

o3 須恵器 有台 IT 106 底部 lr4 外 :灰 対:灰 貢日、日幅Ⅳ2期

11 βⅣ任「Ol竪 穴 1 拡張部包含届 須恵器 盤 全体 1ん 外 :灰 対 灰オ リーブ 田1憶Ⅳ2新期
‐
3 即7V(15'786 須恵器 盤 156 全体 1/12 外 :灰 対:黄灰 末、田嶋Ⅳ 2新期
胞 はMlrOl竪穴1 拡張部包含層 須恵器 盤 163 ユ40 全体 1ん 外 (黄灰 対:黄灰 ]嶋 Ⅳ2新 期
122 郎おF(15)790 須恵器 椀 全体12 外 i灰 白 社灰 白 長日Vl期

16 へ部X151Й 6 須恵器 有台椀 86 小片 外 :黄灰 対:黄灰 小松 ?、 日嶋Ⅳ2期

宥 AW(15)B区 重機掘削 須恵器 有台皿 底部 1/2 外 :灰 対:灰 オ リーフ 小松、Ⅳ2期

125 AW(15,742 須恵器 杯蓋 小片 外 :灰 自 狂灰白 震日、日嶋 Vユ 期

AttX12)20 上層 須恵器 杯 小片 ホ:暗灰黄 対 :暗灰黄 貢日、団嶋Ⅳ期

パかF0988 須恵器 杯 53 小片 Ⅱ:黄灰 対:暗黄 罰松、日嶋Ⅳ期

澪 (10786 須忘器 杯蓋 全体 1刀 外 :黄灰 内 :黄灰 田嶋Ⅳ 2新期
64 郷評(15)B区 重機掘削 須忠器 杯蓋 外 :黄灰 内 :灰黄 高松、田嶋Ⅳ2新～ V期
17 AW(15)竪穴 1 拡張糾包含層 須惑器 杯 全体 1/12 外 :灰 内 :灰 田嶋Ⅳ2新期

84 AW( 包含層中央 須思器 杯麗 全体12 外 :黄灰 肉 :灰 自 三日、日嶋Ⅳl～ V2古 期

粟田遺跡 (第 12・ 15次 )遺物観察表
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掲載
番号
笑測
番号

出土地点 lNlo`ま力' 種 類 器種

径
さ
れ

日
長
ｔｍ

編
幅
鰤
醗
隣
鰤

残存率 色調 色調 備考

A部/(15)1593 須悪器 杯 霊 全体〃3 灰 内 :灰 辰日V期
AW115)竪穴 2 繭西表面 1珀 州ヽ 内 :灰東 世1嶋 Ⅳ期

AW115)竪穴4 i灰 い松、日嶋 n3期

AW(15,竪穴 貢 辰 日、 田 嶋

嫌 :黄灰

Wヽ(15Ⅲ 馨穴 12 外 i灰 白

須恵器 Jヽ片 外 :灰 内 :

)et穴 須恵器 杯 全体1た 外 :黄灰 H3～ Ⅲ期

(15)D区 重機掘肖J 須恵器 饗 小片 外 :灰黄

螂〃(15)283 須恵器 空 Jヽ片 外 :灰オ リーブ 内 i灰

螺〃(151D区 重縫掘削 須恵器 笙 Jヽ片 外 :灰オ リープ 内t ngr灰黄 末、日嶋Ⅳ期

螺〃(1「D1953 須恵器 甕 卜片 外 :灰 白 内 :灰 辰日、7C後半～8C前半

71 螂潔 lFDl竪 穴3 l14‐張部包含層 須恵器 広日・fG 173 卜片 外 :黒 内 灰オリーブ 田嶋Ⅳ 2期

螂X151竪 穴5 や 須恵器 瓶類 銘 氏部ユ〃 外 :灰黄 内:灰黄 辰 日

螂お′(151207 土師器 有台杯 日縁1/10 外 :浅黄鵜 肉:浅黄橙 内タト赤彩、8C前半

螂おF(12114 上層 土師器 有台椀 全体12 外 i 内 : 赤罷

143 ヽお′(15)E区 重機掘削 土師器 椀 卜片 外 :赤褐 内:赤褐 肉タト赤罷

103 螂M15)竪 穴5 かまど 上師器 椀 190 全体 1/6 外 :にぶい赤褐 内 :にぶい赤褐 内外赤彩、日嶋 H3期

104 88 へい,Υ住5)竪穴 5 束西帯 (東 ) 上師器 椀 氏部5/12 タト:明赤掲 内 :明赤褐 内外赤彩

105 AW05)竪穴3 上rfT器 無台杯 氏部12 外 :にぶい鳩 内 :黒褐

106 108 斜〕VO引竪穴5 雨壁 トレンチ、

ち' 土師器 鉢 体部守9 外 :灰黄 内:暗灰黄

107 139 AヽV(15)747 土 R下器 /1ヽ lllll 全体 1/3 外 :浅貢樽 内:灰褐 内外面煤付着、田嶋V期

108 AW(15)竪穴3 士床巨上、こ
広張包含層

土師器 小釜 全体V5 外 :淡赤橙 内1灰褐 内外面煤付着、日嶋Ⅲ期

109 AW(15)竪穴3
き、く、け、貼
床直上

±8下器 小釜 124 全体ユ/4 外 :黒褐 1対 :にぶい橙
海綿骨針、内外面煤付着、日嶋
Ⅲ期

AW (15)786 内外 面爆付 着、 田帳

Alh(15)竪 穴4 ち 土師器 小釜 158 日縁1た 外 :に ぶい橙 内 iにぶい橙
海綿骨針、内外面煤付着、田嶋
Ⅲ期

外 :にぶ い蓑

本部 外 :に ぶ い鳩

■師器 打ヽ К部4/9 外 :に ぶ い蓋構

土師,器 打ヽ /1ヽ
片 外 :灰掲 内 :にぶ い黄

螂″
`

5)F区 上師器 Jヽ 53 夕【:浅黄糟 内 :糟

7 いヽ′( 5】馨穴1 Iヒ西 上師器 Jヽ 吏部 1お 外 :楷 内 :にぶ い XPf 外面燦付 着

〃ヽ( 5'786 上師器 /1ヽ 三部ユた 外 Iに ぶい褐 対:にぶい構

9 輻〃 ( 土師器 月ヽ 臣部 1/5 外 i暗灰支 県面煤付着

へ戸7(15)1490 土師器 小釜 蔓部ほぼ完 外 :にぶい赤褐 内 :にぶい橙 内外面煤付着、田‖lFuⅣ ～ V期
AW(15)竪穴 1 を 土師器 小釜 蔓部1珍 外 :黒褐 内:黒褐 海綿骨針、岡 lej Ⅳ2期

87 輻M15)竪穴5 じ 上師器 小釜 罠部はば完 外 :に ぶい黄構 内 :灰黄褐 VI・面煤付着
H4 ざヽげザ(12)33 土師器 小釜 83 〔部1ん 外 :に ぶい褐 内:橙 田幅Ⅳ～ V期

1珈 猪 へふハ′(15)723 上層 止師器 小釜 159 日縁 1お 外 :褐灰 1対 :にぶい橙 内外面煤付着、日嶋 V期
156 輻ハ′(15)1921 土師器 小釜 1解 日縁1/10 外 :に ぶい黄橙 内:浅黄橙 内外面煤付着

輻瓶 15)竪穴4 ら 上師器 小釜 178 全体 1/4 外 iに ぶい橙 内 :にぶい橙 海綿骨針、田嶋Ⅲ期

輻〃(12Ⅲ 25 中層 土師器 釜 197 卜片 舛 i橙 内 :にぶい黄橙色 RIlle■ 3～Ⅲ期
128 部ЛΥ(15)1596 土師器 釜 197 卜片 外 :にぶい橙 内:にぶい穫 田嶋■3～ 3期

kW(15)竪 穴2 土師器 釜 1飩 日縁 1お 外 :灰 自 肉:灰 自 田嶋Ⅳ期

部ЛΥ[0竪穴3 北束 上RT器 釜 188 卜片 外 :浅貢ry 内:橙 旧嶋Ⅲ期

部ЛΥ(15)B区 霊機掘削 上8市器 釜 205 ヨ縁 1お 外 :橙 対:黄橙 内面煤付着、日嶋Ⅳ2期

部Лアは5)竪穴2 た、ち 土師器 釜 203 全体1/10 外 :橙 対:にぶい黄褐 内面煤付着、日嶋Ⅳ期

ゝヽV(15)A区 】ヒ壁 上師器 釜 243 卜片 対:袴

単〕ア&51竪穴3 表西帯 土師器 釜 220 卜片 外 :に ぶい褐 対:にぶい橙 肉面煤付着、日鴫Ⅲ期

部ЛH12)竪穴 上師器 釜 237 日径 lκ 界 iに ぶ い褐 舟:橙 日1嶋 I13～ Ⅱ期

8 部粗 15)竪穴 1 け 'お・ 土 R嘔器 210 ヨ縁1/10 対:構 円嶋Ⅳ2期

WヽV住5)竪穴2 に 土師器 263 ヨ縁1/12 外 !に ぶ い黄種 対:にぶい貢橙 琳面原付着、日嶋Ⅳ期

134 ∬パ/(15)1532 土RI器 260 卜,キ 日1嶋 H3～ Ⅲ期

螺ЖlFol竪穴5
じ、づ、い 、東
側南北帯

上Rfl器 釜 全体 1/4 外 :に ぶい橙 内:にぶい橙 外面煤付着、日嶋 I13～ Ⅲ期

銘 螺Ж15)竪穴5
も、 も、 る、
を、こす、ん、 土師器 金 232 全体 1/5 外 i糧 内 :橙 田1嶋 H3～ Ⅲ期

141 顔 蝸H15)竪穴2 後、 て 上師器 釜 廷体 1お 外 iに ぶい橙 対:潜 琳面煤付着、田嶋Ⅳ期

劉 郎Ж15)竪穴5

が 、が 、べ 、
と、け"、 も'

tヽ、南北帯、東
西帯

土師器 釜 240 350 全体2ん 外 :に ぶい橙 丸:橙 タト面煤付者、田嶋■3～ Ⅲ期

143 蝸Щ15)竪穴2
せ、そ、 と、北
西表面

土師器 釜 本部 1/5 外 :にぶい黄褐 対:にぶい黄褐 タト面煤付着、日嶋Ⅳ期

144 VヽV 5)B区 土師器 釜 本部 1/5 外 :灰 白

郎川 15)竪穴4 上師器 釜 蔓部ほぼ完 外 :にぶい橙 対:にぶい橋 外面煤付着、田嶋Ⅲ期

蜘V05)竪穴5
あ、が、や 、よ
、げ、東西帯中
層、 b

土師器 釜 瞑部ほば完 外 :褐灰 対:にぶい黄鳩 日 I鳴 ■3期

147 AW115)竪穴 5 え、 う・ 土HR器 甑 カ 252 日赫V9 対:にぶ い貢鵜

AW (15,1496 上HI著 382 ′Jりi 対:にぶ い鵜 刃外面煤付着、 日嶋剛

149 AWl15)竪穴こ 田嶋 n3～ Ⅲ期

150 AW(15)竪穴5 拡張部包含層上層 土師器 移動式カマド 上部ユ/12 外 :にぶい黄橙 内 :にぶい黄橙

AW115)壁穴 5 糸吊十

燭 (15)竪 穴5 き 石製品
カマ ド構築
部材

74 外 : 内 | 115g

100 AW(15)C区 き 石製品
カマ ド構築
部材

74 24 外 : 内 : 軽石凝灰岩、60g

Aw(lFDl竪 穴5 め ' 石製品
カマド構築
部材

欠損 外 : 内 : 凝灰岩、575g

石製品 砥 石 欠掘 内 I

156 ゲて5 わ 石製品 砥 石 外 : 内 :
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載
号
掲
番

測
号
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番 出土地点 Noほ か 種類 器種 酷欝

鰤
縮
幅
ｔｍｍ，
酷
隣
鰤

残存率 色調 色調 ,存考

AW(15)2034 釉 :透明 rlu 衿  反 白 肥前、 17世紀終半

AS戸′(15)2185 冷 :灰 白 肥前、 17世紀

246 郎〃(15)G区 1台 :,文 白 魁前、17世紀前半

螂〃(15,H区 更音【完 胎  灰 白 肥前、17世紀後半～18世紀後半

248 kW1192102 c 傲 〔都1れ も:音磁rlH 胎 灰自 肥前、17世紀中噴

磁 器 碗 更部2ん 術 :透明 rlh 胎 灰白 肥前、17世紀中頃

碗 臣部 1の 鼈 :透明 THI ]台 :明緑褐 肥前、17世紀後半

V(15)D区 磁 器 碗 全体2ん 舶 :透明釉 胎 :灰 自 肥前、17世紀後半

磁 器 rlヽ杯 罠部完 伯 :透明釉 胎 :灰 白 I巴前、17世紀後半

)2102-c 磁器 句ヽ杯 蔓部 1姥 臨 i透明釉 胎 :灰白 把前、17世紀後半

254 Vヽザ ( 5)2304 上 層 磁器 皿 口縁 V9 粕 i透明釉 胎 :灰白 肥前、17世紀後半～18世紀前半

255 370 爛く1923餌 磁器 皿 氏部完 納 :透明釉 胎 :灰 自
肥前、17世紀後半～18世紀前
半、蛇の目釉剰ぎ

364 W  ( 5)23銘 磁器 皿 氏部 1姥 朝 :透明釉 冶 :灰 自 把前、18世紀、蛇の日釉剥

257 378 W  ( 5)23銘 磁器 皿 ヨ縁 1た 舶 :透明釉 拾 :灰 自 把前、18世紀

258 おヽI( 5)2195 磁器 皿 開 ミ部1/3 拾 :灰 自 把前、 17世紀前半～

259 393 甲お′イ5)H区 Hllグ リット 磁器 皿 氏部 1″ 枷 :青磁糊 胎 :灰 向 肥前、 18世紀、蛇 の

260 ぷ〃(1「91G区 重機掘削 磁 器 皿 亙淋 1/2 粕 :透明釉 胎 :灰 自
波佐見、17世紀後半～18世紀前
半、蛇の目rm剥 ざ

261 耶ЛF(15)G区 」n Kllグリット 磁 器 皿 ミ部完 伯 :青磁釉 胎 :灰 自
胆前、17世紀後半～18世紀前
半、蛇の目釉剥ざ

262 耶〕F(15)2422 磁 器 皿 体lμ rtl剥 ぎ

263 剌/(15)2394 磁器 皿 ミ都完 伯 :透明釉 胎 :灰 自
IL前、17世紀後半～18世紀前
半、蛇の目釉剥ぎ

爛 (1923銘 冶 :灰 白 肥前、18世紀、蛇の目釉刻き

爛 (1動 2195 治 :灰 亀 肥前、 18世紀後半

266 AW(15)H区 111グ リッド 袷 :灰 白 に前、17世紀後半

IAVΥ (15)2394 日縁 1お 胎 :灰 白 肥前 (渡佐見)17L紀 ～18世矩
IAW(15月 部 完 胎 :灰 白 把前、蛇の日紬剥ぎ

389 IASかF(1 〔部1/2 胎 :灰 白 肥前、18世紀

|ハお〃(1 器 鉢 1ヽ ,キ 鼈 :透明釉 胎 :灰 白 牲前、17世紀後半

345 IAW(15)嬰 21 磁 器 不 明 小片 柚 :青磁釉 胎 :灰 白 産地不明

253 |パЛX1512071 磁 器 不 明
‐
3 貞部完 粕 !青磁釉 胎 :明緑灰 把前カ

l■●器 碗 全体 1独 伯 !鉄釉 錆釉 胎 :灰 日 把前、17世紀前半

南西 陶 器 碗 吏部完 鼈 :鉄釉 胎 :黒 把読、17世紀中頃

Ⅲ2042 陶器 碗 蔓部 1独 甑 :鉄釉 胎 :灰 白 把前、17世紀前半

276 234 へヽV(15)2034 陶器 碗 109 日縁1/12 粕 :灰 /11 胎 :浅黄
肥前、京焼風、17世紀後半～ 1〔

世紀前半

277 ALV(15'2147a 陶器 碗 氏部ユん 粕 :鉄 fII 胎 !黒褐 肥前、17世紀中頃

278 螂万′(15Ⅲ 23銘 陶器 碗 氏郡完 舶 :灰 THI 胎 :褐灰 肥前、17世紀前半、胎土目

279 AW(15〕 G区 三機掘削 陶器 碗 全体 1/2 胎 :に ぶい貢橙 肥前、13世紀

280 螂〃(15〕 2154 陶器 碗 ミ部完 硼 !灰和 給 :に ぶい種 肥前、17世紀前半、胎土日

264 �ヽV t5〕 2070 陶器 碗 ミ部V3 給i灰 自 肥前、18世紀前半、肌販ラ

282 ヽヽV t5〕 1921 l19器 碗 氏都完 胎 i灰 オ フ 〕L前、17世紀

283 螂″(lrO1 1921 陶器 碗 氏部 V3 社 赤灰 一Ｗ

284 螂ЛF(15'G区 13 14グリッド 陶器 碗 ヨ縁 V10
螂AF(15)2147a I F・

q器 碗 底部1/18

286 N(15)G区 重機掘削 陶器 碗 底部 2/3

報、lFD123飩 陶器 碗 氏部完

288 ユ〔
'1

AW(15)1921 陶器 碗 ヨ縁1/3 組

A「φH15)1372 陶器 碗

A～V(15)2183 陶 器 阿 半、秒 日

AW仕 5)G区 l Kllグリット 陶 器 皿 前 半

AWは 5)H用水 1旬器 皿 IR前 、 17世 lP

J13グ リッド 冶 : 胆前、17世紀前半、砂 目

294 350 螂 (192422 冶 :灰 白 肥前 、 17世紀前半

209 AW115)G区 ヨ機掘削 に前、17世紀前半、砂目

380 ハ部′OFD123開 拾 :灰 白 把前 (嬉野)17世紀～18世紀

AW(15)G区 電部 完 む :灰釉 拾 :に ぶい黄橙 把前、17世紀前半、胎土 日

200 AW(15)G区 罠部 完 胎 :灰白 肥前17世紀前半、砂 目

183 AW(15)2151 ミ部1抱 鏃 :灰釉 胎 :にぶヤ黄 肥前、17世紀前半、 r1/N目 、墨書

366 AWは 92394 ミ部完 臨 i灰 TIt 胎 i灰 白 lB前 17世紀前半、胎土目

A�� Fhl器 皿 貞部 1抱 粕 :灰 Th 胎 :に ぶい橙 性前、17世紀前半、砂目

302 208 AW� 陶 器 130 日緑 1/6 粕 :灰釉 胎 :黄灰 性前、17世紀前半、砂目

1骸 AW� 陶 器 皿 120 全体4/5 舶 !灰釉 胎 :灰愛 把前、17世紀前半、砂日、堅啓

238 AW� 陶 器 皿 全体8/9 鼈 :灰釉 胎 :灰黄 肥前、ユ7世紀前半、砂 目、塁書

陶 器 皿 宝部 1ん 胎 :に ぶい構 把前、17世紀前半、胎土 日

73-b 陶 器 皿 巨部完 胎 :明褐灰 把前、17世紀前半、胎土 日

)2102-a 陶器 皿 ∞ 重部完 甑 :鉄 hII 胎 :黄灰 把前、17世紀前半、砂 日

,)2394 陶器 皿 罠部 1姥 転 :鉄釉 治 i褐灰 肥前、17世紀前半、砂目

15Ⅲ 1372 陶器 皿 頁郡 1抱 仙 :銅緑 Tl 社 オ リーブ灰 肥前、18世紀

ALA(15Ⅲ H区 1と壁 陶器 皿 ミ部2ん 胡 i frlttfH 冶 :灰 白 肥前、18世紀、蛇の目釉剥き

AW(15)2394 陶器 皿 氏部完 冶 :に ぶい褐 肥前、17世紀前半

AW(15'H区 Hllグ リッド 陶器 鉢 氏部 1お 狂 灰自 肥前、17世紀

AW(15)G区 1l Kllグ リッド 陶器 鉢 ミ部1/6 竹 :灰釉 冷 :灰 自 肥前、17世紀前半 砂 |:

AW(15)2195 陶器 鉢 104 ミ部1ん 監 :灰釉 冷 :淡赤橙 把前、17世紀前半 砂 F

315 AW(15)2420 西 陶器 鉢 ミ部1れ 監 :灰 TIH 治 :灰褐 肥前、17世紀前半、砂

AW(15)G区 H Kllグリッド 陶器 鉢 ミ部1潟 給 :明赤褐 肥前、17世紀前半、砂

ハ出V(15)2185 陶器 信鉢 284 ヨ縁1/18 冶 :褐灰 肥前、17世紀前半

318 299 邦体′(1512147a 西 陶器 信鉢 288 ヨ縁1/18 冶 iに ぶ い橙 〕巴前、17世紀前半

319 AヽV(19"37、 2429 陶器 橋鉢 302 ヨ縁 1た 絵 iに ぶ い赤褐 ,じ前、17世紀前～

320 1州AF(15〕 G区 重機掘削 陶器 橋鉢 337 ヨ縁1/10 社 にぶ い赤禍 17世

IAW(15)H区 111グ リッド 陶器 盾鉢 氏部 l r3 外 :にぶ い

322 IAW(15)旧 用水 陶器 届鉢 80 氏部V5 外

323 |ムJ♂T(15)2437 陶器 悟鉢 氏部1/2   タト:にぶい
324 395 隔部「(15)H区 IHグ リッド 陶器 嬌 鉢 ミ部V 半

IAW(15)2102c 陶器 丸 碗

162 IAヽ V(15)2183 陶 器 同 付 107 7世紀
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掲載
番号

測
号
笑
番 出土地点 配ほか 種類 器種 配藤

鰤
編
幅
価
酷
隣
鰤

残存率 色調 色調 備考

327 AW(15)G区 」13 14グ リッド 陶 器 1可付 44 氏部 1″ 釉 :鉄釉 胎 :暗赤褐 醒中瀬戸、17世紀

300 AW(15)2147-a 西 贋 IIll 小片 ttI I鉄粕 胎 :浅黄橙 延中瀬戸、17世紀前半

260 へいrF(15)2070 ツ ド 48 釉 :灰約H 胎 :オ リープ黄 産地不明

「D6 ミ郡1/2 釉 :灰糊 欽釉 給 i灰 自 望地不明

1/12 In i ttIHH灰釉 冶 :灰 自

lμ 省灰 貢 産地不明

地不明

334 磁 器

郊Ⅳ(1921( 陶 器 婚 鉢 田

壁切 り 陶 器 不 明 84 112 卜 :

387 AW(lδ2195 上師器 皿 日縁1/12

Jll Kllグリッド 土師器 皿 50 貞と 外 :に ぶ い黄粍 内 :に ぶ い 世紀 後半

K10グ リット 軟質施釉脇器 乗燭 1お 釉 :灰釉 19世紀

代ヽV(15)2394 瓦質土器 香炉 128 1/12 壮 灰 白

341 代ヽV(15)2034 瓦質土器 火鉢 Jヽ片 味 :にぶい橙 丸:にぶい黄橙

M2 世″(15)G区 」1314グリッド 土製品 土錘 44 完形 外 :にぶい泳褐 肉:にぶい赤褐 内 6mm
中Ⅳ(15)207〕 土製品 土錘 欠損 外 i浅黄橙 角 灰 白 内径

344 お部′(15)2414 土製品 土錘 外 :に ぶい黄橙 内 :にぶい黄橙 3mm
345 ハ部/(15)2195 土製品 土錘 20 全体 1穆 外 :浅黄櫓 内 I浅黄鵜 内 8mm

AW(15)H区 北壁 土製品 土人形 欠損 外 内 : 217寅

AhW(15)G区 」1l Kllグリット 石製品 石臼 (上 臼 ) 1陶 87 欠損 3110宣 、16世紀

348 部 (102202 南 石製品 石臼 欠損 外 : 内 : 3950寅

349 螂 (192174 石製品 石臼 (上 自 ) 97 外 : 内 : 火山礫凝灰岩、2500富

350 277 州Л′は92202 南 石製品 行日 189 叉損 外 内 : 745Я
274 AVザ (15)2203 街製品 百F] 欠損 外 1380R

352 AW(15)2035 石製品 石日 (下 Fヨ ) 182 87 χ損 肉 : 2650R

173 AW(15)2147a 石製 品 石 鉢 144 口縁 1お 内 : 火山礫凝灰岩、 1610富、15陛 紀

354 ム凸V(15)2147a 西 石製 品 石 鉢 122 え損 内 : IMl灰岩560A

AW(15)2182 南 東 τ 1お 345富

AW(15)H区 148 16的 R、 台座

1390宮 、基礎

80 欠 挨 2730g

宝僚印塔

27 ヽヽV(15)2202 石製 品

Wヽ7(15)2183 石製 品 五輪塔 233

227 攣♂アイ15)2414 石製 品 行 火

WヽV(15)2052 石製品 行 火 姥

283 部 1ヽ5)2050 石製品 行 火 104 105 欠

WヽV(1512377 石製品 行 火 欠 疑灰岩 250g

327 甲Ⅳ住SG区 1l Kllグ リッド 石製品 欠 内 : 鋒石凝 17k岩 160営

甲♂Υ(15〕 2058 石製品 イ子火 欠 内 i Flk石凝灰岩105質

278 ヽ

“

I(15〕 2148 石製品 行 火 136 156 欠 外 内 : 189質

372 233 (Vザ (15)2034 石製品 行火 久 外 内 ! 趣石凝灰岩、220宜

373 324 鞘かF(15)G区 く11グリッド 石製品 行文 106 外 内 | 錘石凝灰岩3m質

374 ∬〃(15)2051 石製品 行火 104 欠 91・ 肉 Ft石凝灰岩230質
375 石製品 行火 欠 舛 内 140魚 天丼部分

376 337 甲ジア(15)2334 石製品 行 火 87 欠損 外 内 : 建石凝灰岩 150営

377 302 ∬戸′(15)2182 石製品 行火 欠損 外 内 : 避石凝灰岩 100宜

378 383 ∬〃(15)2394 石製品 万形鉢物 側 欠損 タト 内 : [702質

379 284 ∬ム「(15,G区 饂グリット 石 炉石 183 欠損 外 1380質

ヽ
～
V(15)2414 石製品 炉石 177 欠損 外 内 : 凝灰岩 1150富

190 単〃(15)G区 J13グ リッド 石製話 炉石 欠損 外 内 : 火山礫凝灰岩317質

332 単沐′(15)2414 石製品 炉 石 欠損 内 | 凝灰岩 1220質

333 408 単お′(15) 炉石 224 欠損 内 2760富

384 単〃(15)2195 炉 石 322 欠損 外 内 お00真

385 374 箪ЛF(15)2346 石製品 仕上砥石 54 l] 欠損 外 肉 ,15買、鳴滝

386 254 部Л′(15)2034 石製品 中砥石 欠損 外 内 126真、凝灰岩、天軍

螂万′(15)1921 石製品 砥石 73 42 14 外 内 黒色頁岩702質

388 258 Sヽ万′(15)2053 石製品 ЦH砥石 34 欠損 外 内

'0富

、凝灰岩、浄教寺カ

kW115)G区 Jll Kllグ リッド 石製品 中砥 石 40 14 欠損 内 〕5富、浄教寺

372 AW (15)2329 石製 品 中砥石 欠損 外 劇 7富、浄教寺

292 AW(15)2149-c 百 ! 中砥石 欠 外 内 | )0富、天車

単〃(15)HI二 1ヒ壁 百 ! 11 外 7Nl ,8富

郎ЛF(15,GIX 13 14グ リッド 終 元刃 内 :

郎Лr(15)20衡 久 内 : 鬱7寓、仕上砥石ぶ

郎ЛF(15)207D 欠V 内 : 唸2日、仕 上 i

螂お′(15,G区
箪〃(15)G区

孤

402 砥 石

木製 品

木製 品 194

405 13グ リット 鉄製 品 釘 9 9 外

鉄製品 外 129ロ

112 ∬〃(15Ⅲ  E区 鉄製品 舛 ,7g

166 南 鉄製品 刀子 外 ,87宜

∬〃(15)2142 鉄製品 鉄滓 58 え襖 タト:
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AVV(15)

縄文・弥生時代遺橋全体図 (1/1,200)

-26-

3図



―露一

|ばVい国幹事騨黙絣早

鱒騨0

罐申麟0

⑭



AVV(15)51

AW(15)1949

⑫ b。

『一ａ

Qμ軸 9郭鍮 3蠅妙側め

AW(12)② P 2

QAWl121③Qる
AW(12)② P-1

344m

AVV(12)③P-2

⑤

　

　

　

・

呻Ｑ

鰤一ｈ

e屯

     

ざ

AVV(12)④

⑬針Q⑧
AW(12)④ P l

AW(12)⑤ P 2

第5図 遺橋実測図 土坑AW(15)1949、 ビットAW(15)51・ 1534、
掘立柱建物AW(12)① o②・③・④・⑤ (V40、 1/80)
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AW(15)1534

g「

1 淡褐色粘質土
2 暗褐色粘質土
3 淡褐色粘質土に地山粒含む
4 暗褐色粘質土に地山粒含む
5 淡褐色粘質土と地山の混合

356m
CVご
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AW(12)① 1 淡褐色粘質土
2 淡褐色粘質土に地山粒含む
3 淡掲色粘質土と地山の混合
4 踏褐色粘質土
5 暗褐色粘質土に地山粒含む
6 茶褐色粘質土に地山粒含む
7 黒掲色粘質土
8 茶褐色粘質土
9 暗褐色粘質土に鉄分含む

@p Of
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AVV(12)④ p_5
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4 淡褐色粘質土に地山土粒含む
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6 明褐色粘質土
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第7図 遺構実測図 掘立柱建物AW(15)②・④ (1/80)
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3 黒福色粘質上に地山粒含む
4 2よ り給明るい
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6 暗褐色粘質土と地山の混合
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1 階褐色粘質上
2 黒褐色粘質土
3 濁黄色粘質土
4 褐自粘質土
5 1よ り沿明るい
6 明褐色粘質土
7 暗褐色粘砂質上
8 暗褐色土に地山粒混じる
9 黒褐色粘質土
10 明掲色粘質土

∪
呻

AW(15)⑬ l 黄色粘質土に黒 反色土粒含む
東側柱列  2 褐色粘質土
3 暗褐色粘質土
4 黒褐色粘質土
5 明褐反色粘質土に黄色土粒含む
6 黒灰色粘質上
7 黒色粘質土
8 明褐色粘質土

AW(15)790

9
AVV(15)746

彰 7 翻 6

第10図 遺橋実測図 掘立柱建物AW(15)◎・⑩ (V80)
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εl。
AW(15)①  l 黒褐色粘質上

四∞鍮9矧Э③∬

360m
C   12      C'

V
2 黒褐色粘質上に地山粒含む
3 明褐色粘質上
4 1よ りね明るい
5 4にに地山粒含む
6 明灰色粘質土
7 6よ りね陪い
8 淡黄褐色粘質土
9 8よ り浴暗い
10 黄色粘質土 (固く締まる)
11 黒色猫質土
12 暗褐色粘質土
13 明褐e粘質土に地山粒含む
14 濁黄反色粘質土
15 暗掲色粘質土に地山粒含む

AVV(12)①

AVV(12)① l 魅
2 旧耕土
3 1日床土

―-    4 黒褐色粘質土
5 淡褐色粘質土
6 暗褐色粘質土
7 黄褐色粘質土
8 暗灰色粘質土に地山粒含も
9 暗反色粘質土

135

0              1m

掘立柱建物AW(15)① ・⑫、竪穴建物AW(12)①  (1/80、 1/40)

AVV(15)1406

AW(15)⑫

遺情実測図
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AW(15)① l 赤褐色粘質土(焼土)
カマド   2 黒褐色粘質土
3 黒褐色粘質土に黄色土粒少壼含む
4 2よ り裕明るい

0              1m

目十五

aj  争驚跳鑑腺緊儲閑
4 1より楕暗い
5 暗褐色粘質土と地山の混合
6 1よ り網明るい
7 淡赤褐色粘質土
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第12図 遺橋実測図



AVV(15)②

ql

AW(15)②  l 暗褐色粘質土
2 黒褐色粘質土
3 明褐色粘質土
4 暗褐色土と地山の混合 (貼床)
5 3よ り檎明るい
6 黄褐色粘質土
7 淡明褐色粘質土
8 濁黄褐色粘質土
9 1よ りやや明るい
10 暗灰褐色粘質土
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一
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363m
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AVV(15)②  l 赤褐色粘質土(焼土)
カマド   2 暗赤褐色粘質土(焼士)
3 黒褐色粘質土
4 明褐色粘質土
5 暗福色粘質土
6 黒色粘質土
7 2よ り被熱少ない
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中 37
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第13図 遺構実瀾J図 竪穴建物AW(15)②  (1/40、 1/60)
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5 黒 褐反 黄色上の混合 (貼床)

~105 笠 司

AWV(15)③
l 床土
2 旧耕土
3 福灰色粘質土
4 黒色粘質上に自黄0上粒含む
5 階褐色粘質土
6 5よ り檎暗い
7 黒褐色粘質土
8 明褐色粘質土
9 黒褐色粘質上に黄色土粒含む
10 灰褐色粘質土
11 黒褐色粘質土に黄色砂質上の混合 (貼床)
12 5よ り沿明るい
13 7よ り綸明るい
14 濁掲色砂質土に貢色砂質上混じる(貼床)
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●須思器

O土師器

竪穴建物AW(15)③  (1/60)
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AW(15)④
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AW(15)④  l 暗灰褐色粘質土
2 陪褐色粘質土
3 2と 同し
4 Fe反掲色粘質土
5 灰褐色粘質土
6 濁黄色粘質土
7 黒褐色粘質土
8 7より沿陪い
9 灰黄色粘質土
10 褐色粘質土
11 濁黄褐色粘質土 (貼床)
12 濁黄灰色砂質士
13 褐反色粘質土
14 濁黄掲色粘砂質土
15 2と同じ
16 明福色粘質土
17 7と 同じ
18 7と 同じ
19 4と同し
20 暗反褐色粘質土に黄色土粒含む
21 10と 同し
22 7よ り給暗い
23 灰 黄 掲 黒色土の混合 (近代撹乱)
24 黒色粘質土
25 明戻掲色粘質土に黒 黄色土粒含む
26 25より浴暗い
27 褐色砂質土
28 13より給皓い
29 濁黄褐色粘質土
30 12と同じ
31 24より精明るい
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AW(15)④ l 黒掲色粘質土に貢色土粒含む
カマド   2 褐灰色粘質土に少量の焼土含む

3 赤褐色土(焼土)
4 明掲灰色粘質土
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竪穴建物AW(15)④

-38-

0                      2m

◎ ①ο

第15図 遺橋実測図 (1/60)



AW(15)⑤ 394

AW(15)⑤  l 暗褐色粘質土
2 黒褐色粘質上
3 赤褐色土 (焼■)
4 黒 胴反 黄色粘砂質土の混合 (貼床)
5 暗褐色土に黄色上粒混じる
6 自灰色砂質土
7 2と 同し
8 2に 黄色土粒含む       36

は♀よ廿略罹計  ` 巧
11 1よ りやや明るい
12 黒色粘質土
13 褐色粘質土
14 明禍色粘質土
15 黒色粘砂質土
16 階赤褐色粘質土 (焼土)
17 淡掲色粘質土
18 1よ りやや明るい
19 1に黄色土粒含む
20 褐色粘質土
21 濁陪黄色粘砂質土
22 淡赤褐色粘砂質土
23 明赤褐色粘砂質土 (焼土)
24 濁福0粘砂質土
25 24に焼上少農含む
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1 明禍色粘質土
2 1よ り裕晴い
3 黒褐色粘質土
4 黄褐色砂質土
5 淡赤褐色■(焼■)
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平行湾BTA l 黒褐色猫質上に地山含む
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第19図 遺橋実測図 AW(15)平行溝群A(1/80)
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AW(15)平行溝群D
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プ

AMl(15)218 1 埋土
2 紺土
3 床± 1
4 床±2
5 旧耕土
6 旧床土
7 暗褐色粘質士
8 黒褐色粘質土

|

第21図 遺橋実測図 AW(15)平行溝群D、 清AW(15)218(1/80、 1/40)
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AVV(15)平 行溝群 E

AW(15)平行溝群F

a          ゴ
平行滴群E l 黒褐色粘質土
2 明褐色粘質土
3 黒褐色砂質土
4 明褐色砂質土

o                            4m

第22図 遺橋実測図 AW(15)平行清群E・ F
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AVV(15)2014  1 4L
2 耕土
3 床土
4 褐灰色粘砂質土

嘲 89   :震握羅皇醜質〕報含む
7 褐反色強粘質土
8 白灰色粘砂質土
9 6よ り檎明るい
10 反褐色粘質土に際含む
11 濁灰色粘土

第25図 遺橋実測図 竪穴状遺構AW(15)2009・ 2012・ 2014(1/40、 1/60)
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2 濁掲灰色粘質土
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竪穴状遺構AW(15)2040・ 2052・ 2053・ 2058 (1/40)
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第26図 遺橋実測図
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2 灰色粘質土に際含む
3 黒色粘質土
4 褐灰色粘質土
5 4に黄色土粒含む
6 褐灰色粘砂質上に礫含む
7 暗褐灰色粘質土

第27図

0               1m
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AW(15)2149

1 淡褐灰色粘質土
2 褐反色強粘質土

一Ⅷ鰯 働

第28図 遺橋実測図 竪穴状遺構AW(15)2149

4 褐灰色粘土
5 1よ り楕明るい
6 5よ りね白い
7 濁自灰色強粘質土
8 7と 同し
9 1に 鉄分含む
10 黄 灰 黒色土マー功 レ状に洞ざる。
11 濁褐灰色粘質土
12 黒色強粘質土に灰色粘土粒含む
13 2に鉄分含む
14 福灰色粘砂質土
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AW(15)2173 1 淡褐灰色粘質上に礫含む
2 1と白黄色粘質土の混合に蝶含む
3 明褐灰色猫質土に擦含む
4 灰褐色猫質土
5 4よ り給明るい
6 淡褐灰色粘質土と自黄色粘質土の混合
7 明褐色粘砂質土
8 5に黄色土粒含む
9 濁褐灰色粘質土
10 9に 黄色土粒含む

第29図 遺橋実測図 竪穴状這構AW(15)2142・ 2173・ 2173-b・ 2192

AW(15)2192 1 暗褐灰色粘質士

3 濃灰色強粘質土
4 淡褐灰色強粘質土
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AVV(15)2201  2202 2203 2214

AW(15)2214出 土遺物

AVV(15)2202 1 褐灰色強粘質土に黒色土粒含む
2 暗灰色粘質土に黒色土粒含む
3 褐灰色強粘質土
4 濁黄灰色粘砂質土
5 灰色強粘質土

6 5と黄反色砂質上の混合        11 灰色粘砂質土
7 晴灰色粘±              12 3に 礫含む

8 白灰色強粘質■            13 3に 黄色砂質土含む

9 黄色粘砂質上に黄色土粒含む      14 褐灰色粘質土
10 灰色粘砂質土と自灰色砂質上の混台   15 7よ り裕明るい

AW(15)2202

∈素民2∝
聰 17

第30図 遺橋実測図 竪穴状遺情AW(15)2202、 土坑AW(15)2201・ 2203・ 2214(1/80)
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AW(15)2203出 土遺物
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AW(15)2329 1 福灰色粘砂質土
2 淡褐灰色描砂質土
3 褐反色継質上に黄色土粒含む

竪穴状遺構AW(15)2329
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第32図 遺横実測国 土躯 W(102005・ 2035・ 2043・ 2050・ 2059(1/40)
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